
被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月16日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

病院へ向かう際の交通の手段が確保され

るか否かによって精神的にも影響されるの

で優先的に通行できるようにして欲しい。

（通行除外ステッカーを持っていないケー

スを考えて）地震のとき私は北区から中央

区へと病院までの距離が長かったので交通

の便の悪さから精神的負担がかなりありい

ざ陣痛が始まったらどうしようかとそのこ

とを考えると不安で眠れぬ日がありまし

た。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

今回水を運ぶのがたいへんだったので高

齢者、妊産婦などが暮らしている住居を

チェックして援助していただけるととても

たすかると思う。きめこまやかな対応が必

要だと思う。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

水がでなくなり大きなお腹をかかえて小

学校まで水をもらいにいきました。給水車

がくるまで雪がちらちら降る中2時間待ちま

したがお腹がはってきたのであきらめて帰

りました。その夜20日早く陣痛がきまし
た。関係があったのかわかりませんが生ま

れてからも水がなくてとても不自由でし

た。友人も子供をかかえて水くみはとても

大変だったそうです。近くですぐに水の確

保できるところがあればいいと思います。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

私の場合は他の医院から1月19日になり
00病院で出産いたしましたので病院につ
いてすぐ暖かいということに感激し、お湯

がでるということにびっくりしました。そ

して医師からの不安でしょうが•••…という
お話しがありましたのでここで安心して生

めるとほっとしたことを思い出します。特

別なことはなにもいらないと思います 災

害時に普段通りにできることが特別なこと

ですので、それと医師からの安心できる言

葉ではないでしょうか。
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被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

適切な指導。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

停電や止水に際して分娩に最低限必要な

物資や燃料等の確保。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

地震語妊婦検診をする日があったんです

が病院の方へその旨問い合わせたところ

「異常 その他がなければ通常検診はでき

ない」とのことでした。地震等の際出産間

近い人は出産予定している病院で出産可能

かどうかの連絡を病院側より連絡してもら

えればまだ安心できると思う。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

非常事態でも対応できるライフラインと

安心できる対応。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・検診を受けていた病院が被害を受け診療

できなくなった場合代わりの病院を紹介

して（以前のカルテもまわして）欲しい



被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

私が住んでいる所は、ライフラインにつ

いては何ら支障はなかったのですが、実家

はもとより以前住んでいた所は長い間ス

トップされていて、特に給水は小さな子供

やら妊婦にとって、長時間並んでまたそれ

を家まではとても運べないと思うので優先

的に配慮して欲しい。出産に際して、他府

県でも119に電話をかければ、病院を紹介
してくれたり、そちらに入院ともなれば手

配をして欲しい。妊婦の謂習会などでも非

常時の対応を義務づけるのはどうでしょう

か。検査データーなど、どこの病院でもわ

かるように、カルテのコピーなどFAXで送

れる様にして欲しい。

被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

そんな事態の時もすぐに他の病院への連

絡が取れる様、日頃から緊急対策連絡事項

を、本人に伝えておいてほしい！！
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被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私は大震災の5日後に出産しました。西
区の自宅は何の被害も受けず、出産する予

定だった病院も近所でずっと検診を受けて

いた病院なのでそこで産むことも可能だっ

たでしょうが、ガス、水道というライフラ

インに支障があり退院してからの生活を思

うと不安で、結局親類を頼って北区に避難

しそちらで出産となったのです。第2氏と

いうこともあり早くから子宮が開き予定よ

り1週間早い出産でした。避難してまずす
ぐにでも産ませてくれそうなびょういんを

探すことになり、 00病院に行きました。
状況を話すと、婦長さんが出てこられて

「この病院もガス、水道が使えません。食

事面では満足いくようなことができないと

思いますが、出産はできます。充分できま

す。ご安心を。」とおっしゃいました。大

変心強いお言葉でした。あの街全体、市民

全員が非常事態のなか、出産を間近にひか

え不安で不安でけれどもテレピのニュース

から流れる被災地中心地の悲惨さを目にす

ると自分の持つ不安など口にすることもは

ばかられー。そういうなかで婦長さんや、

院長先生の落ちついた、穏やかな様子はあ

りがたくて。尊敬に値するほどです。患者

にとって、医療のスタッフが信頼できるか

どうかは、大変重要なことなのだとつくづ

く思いました。出産し、入院中もずっと余

震が続いていました。余震にどうというこ

ともなく、にこやかに新生児の世話をして

下さった若い看護婦さんたちにも頭がさが

る思いでいっぱいです。余震がこわかった

とはいえ、私は病院のスタッフの方々を心

から信頼できたので「大丈夫」と心の中で

安心できました。出産前にたった一度内診

をうけただけでしたのに、これ程信頼でき

たのが不思議であり幸運だと思っていま

す。一番最初にお話をした婦長さんのお言

葉が良かったのでしょう。言葉がけって大

切なのですね。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 1月23日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

地震後実家（加古川市）に避難し、予定

日 (2/3)が近づいていたので、もしもの
時に備え、近所の産院に頼んだのだが、急

に産気づいた人で満床でことわられ、仕方

なく自分が産気づいた時は、陣痛をこら

え、 3時間かけて（通常は20分で行け

る）、通院していた産院へ行きました。



被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

非常事態のときに、妊産婦だけの避難場

所や医療機関（かかりつけの医院がダメな

とき）があれあばいいと思う。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：姫路市

・ケースワーカーなどの派遣

•おフロ、シャワーなど清潔さをたもてる

もの
・集団生活の中でかぜや病気の感染から身

を守る何かの手段があれば、いいと思い

ます。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

地震の時水道が止められていて思ったの

ですが給水の場所や車は昼間にしかこない

のでおなかの大きい私はくみに行けないし

主人は仕事だしでとても困りました。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 1月28日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

今回の地震で、ニュースできいたことな

んですが、病院がつぶれたため、子供だけ

病院に入院していて親が先に退院していた

そうなんですが、いざ子供の退院という時

に道が混雑して迎えに行けないと言ってい

ました。そういう時に 救急車が先導する

とかしてあげれればなぁと思いました。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 1月28日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

正常な生活に少しでも早く。
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被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

予定日までには3日以上早くて、でもお

なかがよくはっていたかったため 出産す

る2日前くらいからずっと夜中病院へいっ

てました。まだすぐ生まれないといわれた

のもあるけどそのときベットが全くあいて

いないから泊まってもらうところがないっ

ていわれたのでそういうときの（緊急のま

ではいかないけど）のベット。あと、助産

婦があいそがなかった（忙しそうだったの

もあるけど）おなかが痛くて苦しんでいた

のに、でもすっごくいい助産婦さんに会え

た。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 40週 自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

どんな事態になろうとも、妊産婦が安心

して出産できる体制を確保するよう医療機

関間の通信、援助を希望します。この度の

震災でも、バイクで運ばれて帝王切開をし

た方がいるなどの話をきいてとても感動し

ました。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

カルテの保護、もしくは母子手帳をみれ

ば、どこの産婦人科に行ってもどんな検査

が終わっていて結果はどうかなどわかるよ

うになっていれば安心できると思います。

この度カルテがなくなってしまい初めから

検査しなおさないといけないという人がお

られたので。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 42週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

地震後、余震が続いて、こわさで何度も

目が覚めました。夜がすごく こわくて

たまりませんでした。あと心配だったの

か、交通渋滞。いろいろな不安があったの

で、その不安をとりのぞいてくれるような

病院であってほしい。



被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月1日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

体が重い分自由に（身軽に）動けずはが

ゆい思いをした。水がなかなか出なかった

ので、病院の水が大丈夫かが気になった。

やはり、どんな状況の中でも病院に行けば

（いれば）安心という状態を作ってほし

し)0

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月2日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・援助に関してはまず飲み水を十分に確保

して欲しいです。

・医療では、もし、お金がはらえない状態

であればまって欲しい事と、どこで治療

をしてもらえるのか場所を正確にして欲

しい。

被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 2月3日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

此度の震災で水の確保が非常に困難な事

もあり、出産後、退院まで（前日まで）入

浴する事はもちろん、シャワーを浴びる事

ができず、洗髪もできず不便を感じた。水

の確保を日頃から対策として考えて欲し

い。只、そんな中、忙しい合間に看護婦の

方々がタオルを熱いお湯でしぼって体をふ

く様にと何度かして頂いた事がとても嬉し

く感謝している。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月3日 妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

この度の震災で、住んでいる家の被害は

なかったのですが、水道とガスがストップ

して、妊婦の私はすごくつらかったです。

お腹が大きいのに水くみはしないといけな

いし、清潔にしないといけないのにお風呂

も1週間以上入れませんでした。その結
果、 1カ月も早く生まれてきてしまったの
です。その辺の所はもっと何とかできない

でしょうか。
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被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

地震当日検診の日でした。おなかが張っ

てすごく心配でした。病院に行きたかった

のですが回りの人がこんなときに病院がし

ているはずがないと言われ電話もできず何

日かまちました。でも行ってみれば病院は

ずっとしていたらしく情報不足でした。

もっと病院のことを早く知らせて欲しい。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

地震の後断水で大変でした。さいわい病

院は明石市ですから水が出て診察など普通

にできましたがただ食事がインスタントや

菓子パンしか手に入らず体重は増えるが栄

養的に不安でした。テレビ等みていて思い

ましたが病院はとても大切なものなので

水、電気等自力でできるようにしてほしい

です。予定日が近く不安だったのですが医

者、看護婦さんによくしてもらい助かりま

した。こちらからあれがほしいということ

はいいにくいので病院の方から聞いてもら

いたいと思います。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月5日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：高砂市

出産にたいする不安を持っているうえに

非常事態に対する不安が募っているので診

察の時に（先生方も忙しいとは思うのです

が）一言でいいから「地震など大丈夫でし

たか」と言ってもらえると少しは気が落ち

つく様に思います。それと無理なことかも

しれませんが出張診察（避難所等で）があ

る様に沼出張母親学級、等があれば最高だ

と思います。でも今回の地震である看護婦

さんが心配してくれて電話をくれたのがす

ごく嬉しく思った。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

妊産婦に不安な気持ちをもたせない、病

院の姿勢。この度の地震でもそうだったん

ですが電気、ガス、水は絶対必要だなと思

いました。



被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 2月 6日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私の場合は主人の実家で毎日お風呂に入

れたので、妊婦検診に行っても快適に診察

できましたが、 1週間以上もからだを洗え
ない人にとっては、かわいそうだと思いま

すので、何かお風呂に変わる様なものでも

いいから設備がととのった所だとよいので

すが。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月 6日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

予定日が近かったので、ガス、水道、電

気がかかっている病院で 大丈夫かが一番

きがかりでした。特に水の確保は大切だと

思います。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月 7日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

精神的なケアをして下さるほうが必要だ

と思います。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月 7日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

いかなる場合時にも最寄りの病院にでも

対応できるように。 （システム網があれば

便利なのですが）

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月 7日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私が出産した時、地震で今まで行ってい

た病院が被害にあい、急に00病院で出産
する事になった方がたくさんおられ、やは

り分娩費などですごく不安に思っている方

がいました。でも災い私は、家も大丈夫で

したし、病院もずっと一緒だったので、あ

まりよくわかりません。
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被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 2月 8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

00病院で分娩した時、△△病院から先
生、看護婦さんが多く来られてたので、妊

婦一人に一人ずつの割合で、めんどうをみ

て頂けました。それは、不安であった私に

は、つきっきりでいてくださる事がすごく

安心できてよかったです。災害時には、忙

しいのは十分分かっていますが、 1人1人
に安心感をくだされば..と思います。

被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 2月 9日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：三田市

・医薬品の確保

•水の確保及び粉ミルクや新生児（子供た
ち）の必需品の確保。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・スムーズな受け入れ体制

・費用の援助

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月11日妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

病院へ行くための交通手段（道路）の確

保。

被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 2月12日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

緊急の場合、とにかく、どんな方でも

受け入れてもらいたい。



被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 2月12日妊娠週数： 42週自然分娩

出産病医院の住所：加古川市

・ケガ人、障害者、老人同様の優先的保

護。

・検診、分娩がどこでうけられかなどの情

報の迅速な公開。 （今回の地震で当日、

翌日合わせて電話の問い合わせに4つの

病院（公立3つ個人 1つ）に分娩を断れ
ました。理由はそれぞれ1、ベッドがな
い。 2、ガス、水道が使えない 3、手

が足りない。 4、臨月に転院してくるな

んてダメのどれかでした。 「今産気づ

いたらどうしたらいいのでしょうか」と

いう問にも「そんなこと言われても…」

と全部に言われ大変不安でした。尚4日

後ぐらいにSUNTVで（分娩可）は増え

てましたが。

被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

私はこの度の地震で2つの病院を利用した

のですがどちらの病院も家から車で20分以

内でいけるところなのですが非常事態があ

ると道がこんでしまって2時間ぐらいかかっ

てしまいました。その時早産しそうになっ

たのでどうしたらはやく病院へつけるので

しょうか？

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私自身はけがなどはしなかったので動き

はとれたのですが動きのとれなかった人も

いると思うので妊産婦に対し病院の方から

もコンタクトをとるようにするとよいので

はないでしょうか。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今回 幸いにして私が出産した00病院
に被害がなかったので不安なく、出産に臨

むことが出来て、ラッキーだった。病院を

変えざるを得なかった友人の話をきくと、

転院先の医療機関（どこどこの病院へ行っ

て下さいetc)等の連絡を元の病院から指示
した方が心強くかんじられるのではないで

しょうか？！
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被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月15日妊娠週数： 43週帝王切開

出産病医院の住所：小野市

先ず、正しい情報が必要と思います。た

だ、停電、電話も通じないという場合、と

てもむづかしいと思いますが、広告ヘリコ

プターの様な空からの情報…とか何らかの

方法で、医療の受けられる病院を知りたい

と思います。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

1.水 2.電機 3. オムツ 4. ミ
ルク

食料のことはテレビなどでよく聞にしたけ

どオムツ、ミルクなどは、聞かなかった。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 38週 自然分娩

出産病医院の住所：明石市

もし、出産しようと思っている病院が、

非常事態で機能しなくなった時、次に行く

病院をすぐに決められる様に病院間のネッ

トワークが必要。次に行った病院でも、不

安がない様にしてほしい。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

妊婦には、水くみの援助が必要と思うと

共に、地域で声をかけるシステムや、ネッ

トワークと思いますが、難しい事と思いま

す。役所の非常物資に、 “毛布" “乾パ

ン”と言われていますが、 “ミルク” “紙

オムツ”等も必要ではないでしょうか。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・粉ミルク・紙おむつ等の赤ちゃん用品の

速やかな配布。

・健康状態のチェック等細やかな対応。

非常事態に必らず神戸市は、乳児に対す

る福祉があまり整っていないように思う



被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

西区は被害がほとんどなかったのですが

今回の地震で余震で不眠それからゆれるた

びに血流がとまったようなかんじで赤ちゃ

んがピックとしているのがよくわかり不安

だった。また瀕尿になってトイレばかり

いっていましたが水が流れないし自分で水
くみもできないので水のでない間（西区で3

日ほど）ずっと便秘でした。避難所等に行

かれたかたの苦労はひどいものだったとお

もいます。そこで今回のようなことが再び

あったら妊婦さんは一時的に優先的に例え

ば今回なら大阪や西のほうに（加古川等）

すぐ避難させてあげてほしいとおもいま

す。 （無理だとはおもいますが）また乳児

の紙おむつ、ミルク用の湯とかはどうして

いたのかとおもいます。本当に大変だった

ろうと思いました。やはり被災地からさ最

優先に一時的に脱出するしかないと思いま

す。しかし老人や障害をもった人でさえ脱

出できなかったのですから。援助としては

紙おむつ、ミルク、水とカッセットコン

口、おしりふき等をわすれないでと希望す

るしかないかもしれません。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

何かと情緒不安定な妊婦にとって先生の

「赤ちゃんは元気ですよ」の一言がとても

うれしく心強かったです。

被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

•安心して出産できる所の確保
・出産用品の配給

・非常のとき妊産婦はどうしたらいいか前

もって知る機会をつくってほしい。
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被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の地震では、いったいどこの病院が

診察しているのかどうか情報がなかなか入

手できず不安な何日かを過ごしました。出

産日まで少しあったのでよかったのですが

もしもいつ産まれても良い状態になってい

たら もっと不安だったと思います。

費用の面では 被害の大きさによって
援助があればいいと思います。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

今回の地震で健診の時の待ち時間がさら

に長くなった。妊産婦がもっと安全な病院

へ集中したためであるが、交通が寸断され

てしまっている所から来る人は、 1日がか
りとなってしまう。予約制となっている

が、全く役に立たない。非常事態であるか

ら、仕方ないが、公立の病院なので医師を

派遣するなど、方法はなかったのか。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

体が自由がきかないためすばやく安全な

場所へ連れて行ってもらえたらよいと思

う。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今回の地震はちょうど10ヵ月に入ってす

ぐのことでした。通院していた西市民病院

がダメになりバスも電車もストップ。近く

の産科医院は断水のためお断り ここで陣

痛がきたらこのままここで産むのか…とそ
れだけが心配でした。幸い家には被害があ

りませんでした。 （家の中には被害ありま

したが・・・）



被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 33週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

かかりつけの病院での検診がうけられな

くなり、転院した場合、それまでの経過の

データーが病院から病院へ送られて、検診

がスムーズにうけられる様に、病院間の横

につながりを密にしてほしいと思います。

(2/13、交通事情が良くならないため、主
治医に紹介状をお願いして書いてもらうた

めに、通院したが、かなりしんどかったの

で…）

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

震災直後は病院も電気以外のライフライ

ンがストップしいつ復旧するのかわからな

かったのでその病院で産むことに不安が

あった。 （実家が大阪なので大阪で病院を

手配しようと思ったこともある）幸い出産

日までにすべて復旧したが最悪の場合は他

の病院を病院側が手配してくれるなどの配

慮がほしいとおもうしできることなら水や

ガスなどの蓄えを病院内で準備してほし

し •o

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：三木市

私はおなかのはり止めの薬をもらってい

て、地震のあと（余震のため）精神的に

はった日がふえました 薬がなくなりもら

いにいきたくても電話がつながらないから

（日中）タクシーがよべず時間中に外来に

行くのは不可能でした。なくなったという

自実がふあんをよびとても心ぼそかったこ

とを覚えていますぐたいてきにこうしてほ

しいといえませんがこんな時まずどうすれ

ばよいかを母親学級等でおしえてもらえた

らよいと思います。電話があんなに長くつ

ながらなくなるなんて地震までは考えたこ

ともありませんでした。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

・出産間近、あるいは様態の悪い妊産婦を

収容する医療施設の確保。

•水と衣類の確保。
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被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

被害にあった地域の妊婦を含む家族をも

との生活ができるようになるまでの間、他

府県の宿泊施設を無料で提供してもらいた

い。金銭的な援助もしてもらえると、かな

り、精神的にゆとりができると思うので、

お産に対しての心がまえが十分にできると

思います。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

心身共に最優先でケアしてほしいと思い

ます。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

．妊産婦などは被害のなかった病院などで

もう少し連絡を広めて入院、診察など受

け入れると良い。入院 診察できますな

どという情報）

・子供の入浴などもできるところがあれば

それだけでも出来た方が良いと思う。

（産婦人科で赤ちゃんの入浴のみだけで
も）

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊産婦だけ専門に受診できる施設が必

要。きゅうを要するだけに正しい情報が入

手出来るように。 （どこの病院ならすぐみ

てもらえるかなど）

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

出産した医院は震災の被害を受けていた

けれど、何の不安もなく温かい思いやりも

あり無事にむことができました。



被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 3月2日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

私のかかっていた病院は当初診察が出来

ない状態にもかかわらず電話応対で不安の

ないようにしてくださいましたが友人の病

院など被害の少ない地区にもかかわらず連

絡がとれないということがありました。

又、私も被害は少なかったのですが交通網

はなく陸の孤島という状態で医療機関も少

ない上に大きな病院は被災地からの患者で

パニック状態予定日も1ヵ月強というとき
にかかっていた病院の再開めどが思ったよ

り早くお休みの日でも検診しましょうとい

う心づかいをいただいたので安心して出産

までを迎えましたが経験者でないかぎり出

産は病気というイメージがなく被災してい

ないだけにどう対処して行けばよいのか不

安でした。産科同士の横のつながりを多く

持っていただき転医も紹介していただける

ところを多く持って欲しいと思いました。

被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

いつでも（万が一のとき）出産や帝王切

開の準備ができていると安心できると思い

ます。 （未熟児の場合も含めて）早産にた

いしょできれば本当に安心です。

被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：三木市

神戸市内といえども、非常事態にさらさ

れることが幸いにしてなかったので、その

必要性については、ピンきません。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月4日 妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・乳児（子供）のミルク（飲料水、離乳食
等）の早期配給。

・衣料（紙オムツ等）の配給。

・子供の安全の確保（生きていく為に必要
な物、場所etc.)

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月5日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

マタニティ講座が中止になって、呼吸法

がわからないまま、出産しました。
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被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月6日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

①お風呂に入れること一 1週間にいちど実

家まで渋滞のなかお風呂に入りに帰った。

②家族の意識（妊産婦への理解）の向上を

促す一みんな自分のことで精一杯で嫁とし

て忙しかったがそれがあたりまえのよだっ

た。実家が「お風呂に入りにきて」と電話

してきても誰も「行こう」と言わなかった2
歳の娘もおりおむつをしていたのに悲し

かった。

③情報の徹底ー当日主人の実家まで様子を

見に行った兵庫区だったのがテレピにも写

らずあんなにひどいとは思わずまた主人と

はなれるのもこわくて大渋滞のなか到着。

すごいショック（街の様子）火事のそばを

とおるときも下を向いていた。怖かった。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今回の地震に際し私自身は何一つ被害を

うけなかったので正直なところこの問には

お答えできません。しかしながら新聞等の

報道を見る限りよく日本の医療関係の方々

はがんばっていると思います。一つお願い

するならば外国からの援助などをスムーズ

にとりいれるシステムをつくっていただけ

ればより効率よく非常時の医療がすすむの

ではないでしょうか？

被災時住阿：神戸市西区 経産婦

出産日： 3月6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今回の地震では情報が流れていました

が、どこの医療機関が大丈夫かという情報

を早く確実に教えてほしい。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月7日 妊娠週数： 32週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

移動等検診できる場所を歩ける距離で定

期的に開いてもらえば安心できる、又、赤

ちゃんの沐浴、ミルク、ミルク用の水等も
あればよい。



被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 3月7日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

今は出産の率が低下している時代なの

で、出産に対する検診などはすべて援助す

るべきだと思う。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月9日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

地震後は水道が2週間程止まったくらいで

そんなに不自由は感じなかったけど自宅が

全壊していたら・・・テレビなどで見てたんで

すけど下着などの配布がおそかったように

思います。私も地震当日ちょうど9ヵ月目に
はいったところだったんですけど毎日下着

はかえていました。それも何日かに1回洗濯
ができたから、もし下着のかえがなかった

らやっぱり気になるし精神的にも良くない

と思います。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月9日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・迅速な診療（定期的）をうけれるように

（いち早い）

．妊産婦の衣類等の迅速な援助。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

具体的なことは思いつかないが、自分自

身の体験で一番困ったことは断水のときの

水くみだった。幸い近くの浄水場で24時間

給水してくれたが自分で重いポリタンクを

もつのは不安があり主人が出勤していない

ときは実家に帰っていた。 （家に貯水して

いてもバケツでくみだしたりするのは結構

疲れた）

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

今回の地震で水道が止まったときに水く

みをしなくてはならなかったのが妊妊娠8

~9カ月でとても重い水を持つことができ
なく不自由した。また買い物もあもり行け

なかった。以上のような点で生活物資の運

搬に不自由を感じたのでそのあたりを援助

してもらいたい。
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被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

とにかく大きなおなかですので、ご近所

の協力がないとなにもできないので、ご近

所づき合いのない妊婦さんはたいへんで

す。なにより今回は、水道がとまったので

重たい水を運ぶのがたいへんだと思いまし

た。水道が出なくなると食事内容に偏りが

出て生鮮食品も買いにくくなるので、特に

ビタミン類、鉄分などたいへん心配でし

た。病人とは違うのですが、ビタミン剤な

どを緊急的に災害時に配布するなどもいい

のではと思います。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 39週 自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊婦さんが少しでも安心できる環境、ま

たは医療体制は当たり前ながら大切かと思

います。私の場合病院に電話してどうした

らよいかたずねたとき、看護婦さんが「大

丈夫ですよ」と言われた一言ですごく助か

りました。

被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

今回の地震による直接の被害はなかった

が水道が2-3週間使えなくなったために水
の確保に追われた。飲料水はまだしも風

呂、洗温食器洗いに大量の水を使うので

日々の水くみは大変であった。妊産といえ

ども非常事態では重いものをもつなど無理

をしがちである。 トイレを流すなが大変な

のでみずを制限してむくみがでた。その後

気をつけたのでことなきをえたが共同生活

の場ではそうもいかずもっと悪化していた

かもしれない。医療や援助以前に日々の安

心できるせいかつを1日も早く取り戻すこと
が重要と思われる。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

交通のべんが悪かったので通院が困難

だった。



被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

お店が閉まっていたり必要な物が手に入

りにくかったりすることがあったときのた

め、赤ちゃんや妊婦にとって必要なものに

困ったときどうしたら入手できるか等のこ

とを平素から広報などで知らせておいてほ

しい。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

ライフラインのストップにより乳児の入

浴、ミルク、水などは妨げられることなく

与えてほしい。乳幼児だけでも避難施設を

確保していただきたい。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

一番こまった事は、水不足で、夫が仕事

にでて日中不在のため、給水車がきてくれ

ても、長～い間、立っていられないし、水

を持ちえることができなかったので、夜も

来てくれたら良かった。又、産まれた赤

ちゃんが不安で病院に行きたかったけど、

ケガ人を考えると、自分はがまんしよう

と。思った。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

•生活必需品の確保。
・衛生的な生活用品や、環境等、妊産婦自

身が精神的に安心できるようなことを希

望。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

このたびの震災では水が断たれてしまっ

たので、水の確保に大変だった。水をもら

うのに寒い中を長時間並んだり、重い容器

を運搬することは妊産婦には不可能に思え

た。しかし、だからと言って行政サイドに

何かを希望したからと言って、とうていそ

こまで手が回らないように思える。周囲の

人々の心遣いになんとか苦難を乗りこえら

れたのだと思っている。
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被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

妊婦は救急車がつかえないと病院できか

されたのですがそこのところをけんとうし

なおしてほしいと妊婦同市の会話ででたこ

とがあります。

被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

知人が地震当日に出産し子供にチアノー

ゼがでたため子供のみが他の病院へ移送さ

れたが混乱の中で一時子供のゆくえがわか

らなくなったときいた。そういう連絡的な

めんでの充実（どの病院が診療できるかな

ど）が望まれる。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

やはり普通の体じゃないのでいろいろ精

神的、肉体的に弱い立場なので、体が休ま

る場所に避難できれば良いのなあと思いま

す。．

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

電話での指導。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： •3月 17 日妊娠週数： 38 週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊娠時は何かと不安なきもちがあり今回

の地震も出産前に経験するとは思いません

でした。でも私自身（切迫流産 切迫早産

と）約半日の入院で主治医の先生方や助産

婦さんも大変いいかたでしたので精神面で

は大変勇気づけられました。不安なことや

疑問に思っていたことを入院していたこと

もあって直接おききし又、それに対して納

得のいくようにスタッフの方がはなしてく

れたことがよかった。



被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

まず妊婦や乳児をかかえたお母さん方は

おふろにこまります。私も1/17の時7ヵ月
でした。お腹の子のためにも保温と清潔が

大事なときです。東灘などにくらべれば家

も残っていますが水もガスも半月とまって

ました。全体的におふろのかんびができて

いればよかったのにと思います。私自身三

木や東条湖までおふろをもらいにいって風

邪をひきました。長時間も車にのると負担

もかかりました。

被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

私は半壊の家でも充分に住める状態だっ

たのでよかったのですがそれでも寒い時期

だったので陣痛などがひどくなりました。

家をなくされたかたなどは寒くてたいへん

だったのではないでしょうか。妊産婦さん

にはあたたかい場所（保護をするところ）

を提供していただかないかと思いました。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

分娩が進行している場合に 交通がマヒ

し遮断されているような時緊急に搬送し

てくれるようなシステムがほしい。救急車

をよぶほどではないが自家用車あるいはそ

の他の交通機関が使用できない時など不安

がつのると思う。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

やはり精神面でもケアだと思う。（又、分

娩時はどのようなところでするのか）
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被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 41週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・病院どうしの提携（この病院に連絡がつ

かない場合はxx病院の00先生に連絡
して下さい。というようなことを知らし

めておく）

・ラジオなどで機能している病院の名前、

住所、電話番号などをながす（これは今

回の地震のときして下さったと思います

が）

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

電話が使えなかったので、直接診察して

もらえるのかわからずにこまった。おなか

が、とても痛かったので動いてよいのか不

安だったので、なにかしらの非常時のコン

タクトのシステム（約束などのマニュア

ル）を決めておいてほしかった。たとえ

ば、特別の窓口をつくる、とか、混雑はす

るけれど、行ったら一応は対応してもらえ

る事を事前に伝えておく事。 （私よりたい

へんな状態の人がいるだろうに…と思うと

病院へ行けなかったので）

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月23日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

非常時とはいえ底冷えのする体育館での

生活は妊産婦にはそうとうきついものだと

思います。テレビをみて優先的にもっと設

備のあるところへ移せたらいいと思いまし

た。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月23日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

ガスがとまったらミルクが最低でもいる

のでお湯をいつでももらえるようにした

い。ふつう通り生活できるよう赤ちゃんの

ものだけはよういしてほしい。もちろん

ゆっ＜り休めるとこも。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月24日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今まで診てもらっていた病院等が非常事

態のため診療が出来なくなった場合は別の
病医院を紹介してほしい。



被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月24日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

臨月に入っている妊産婦さんが安心して

すごせる場所と、やはり水を確保して頂き

たい（ちょっと無理でぜいたくかも知れま

せんが）私も 2週間程水道が出なくてスト

レスもたまりましたし体が不潔になるので

イヤでした。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

・逆児の為、体操を、するように言われて

いたが、なかなか時間がとれず、毎週、

見てもらう事になった。非常時には、医

療費の割引や集団検診、目に見える災害

だけではなく、見えない部分に対しての

ケアに、もっと、目くばりをして頂けれ

ば••と思います。
．我家は、被害がなかった（断水は 1月末ま
で）ので、なんの配給等もなかった。給

水車は、やっと、土曜日のPM7に来まし

た。気持ちが張っていたので、何も体に

不調はなかったが、不安になった方も多

いはず、婦人科等から、 Telの1本もあれ
ば気持ちにゆとりもできるのでは・・・

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

妊婦及び赤ちゃんが清潔でいられるよう

にありたいです。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私が特にこまったこたは水がでないとい

うことでやっぱり水、電気、ガス等をちゃ

んとしているところへ避難させてあげると

いうこと。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今回のように病院なども大きく被害をう

けたときの受け入れさきがわからず、動き

がとれない。交通機かんのこともあるの

で、近くの施設（学校、公民館等）で近く

に住むお医者さんで非常の場合みていただ

ける体せいをつくつてほしい。
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被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

水がたらなくて困ったとか、電気がこな

くて手術できなかったとかテレピや新聞な

どで知って医療施設はもっと設備を整えて

欲しいと思った。また耐震や耐火にも気を

使って欲しい。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

その時の事故の状況により囲りにたくさ

んの静心的にささえてくれる協力もほしい

又は無料で医療サービスなどがあればいい

と思います。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

いざというときの情報が何もないため動

きがとれず交通手段もなく電話も通じない

のでとても不安でした。近くの病院でもう

けられるのかもわからず大きな病院はとて

も混雑していたとのことでもう少し情報が

早くラジオやテレビででも教えてくれたら

と思いました。

被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・精神面でのケアー

• 24時間救急体制など。

被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 36週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

・予約日以外の日であっても非常時の場合

は希望があれば検診をしてほしい。

・食物の確保（ベピー用品も含む） ．妊婦

さんの安心して休める場所。

被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 4月1日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・出産分娩時の安全の確保。

・検診や出産を予定していた医院が診療不

能になった場合のサポート体制を整えて

ほしい（別の医院を紹介してくれる等）



被災時住所：神戸市西区 初産婦

出産日： 4月 1日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

ただでさえ不安定な状態の時ですのでそ
の様な事があればお腹の赤ちゃんも大丈夫

だろうかと不安になります。そんな時にレ

ントゲン車みたいに車に検診用にエコーな

ど備えたものがあれば どこにでも行って

診察できるし大丈夫だという事が確認でき

れば、気持ちも落ちつくと思います。それ

に救急の時はどこの婦人科でもうけいれて

くださることができたら安心ですが。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 4月2日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：小野市

いつでも診察出来る用な状態であってほ

しいと思う。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊産婦には、衛生的なところで生活でき

るよう特別扱いをしても良いと思う。各地

区の消防署などで妊産婦を常にはあくして

いると良いと思う。一人の身体ではないと

いうことで、今回の地震の時も動く事が出

来なかった。 2階に寝ていたけれど階段で

こけたらどうしようとか思うとじっとふと

んの中に入っていた。とっさに逃げる事が

出来ない。

被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

緊急時のライフラインの確保だけは万全

にしてほしい。特に財政にゆとりのあるは

ずの神戸市があたふたして全く期待できな

いのが歯がゆかった。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

妊娠中大災害にあうと体調をくずしたり

しやすいのですぐにいつもどおりの検査な

どが受けられるようにしてほしい。
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被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

地震前、私は00病院で検診を受けたり
流産くりかえしの為、入院させてもらって

ましたが地震後、通院できなくなり△△病

院へ行きましたが、先生には「この病院へ

急に来院されてもお産は無理だとか、以前

のデータがないのでむつかしいなどと言わ

れかなり落ち込んだ。グチャグチャといわ

れ精神的にまいった。結局00病院でのカ
ルテを持参したが、たまたま主人が医療関

係の仕事なので00病院までカルテをとり
に行ってくれましたが、もし足がなければ

妊婦が西区からポーアイまでいけたでしょ

うか。そのような場合せめてファクスを流

してほしかったです。 00病院の先生は即
快くカルテを書いて下さったようですが、

△△病院の先生の対応がとても冷たく思い

ました。 「この病院へ急に来られてもベッ

ト数が足りない」などいわれたのはショッ

クでした。それで私は「私はどうしたらい

いんですか？」といいましたが、ただたん

に診療するだけでなく地震でおなかのbaby
はどうでした？などやさしい言葉も欲しい

ものです。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 4月 5日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

・日頃から非常事態が起きた場合の病院へ

の連絡方法や近くの病院などへの診察方

法などをよく話し合って決めておく事が

必要ではないでしょうか？また、病院に

すぐに来れない場合などの対処の方法

（処置方法）等の指導も必要だと思いま

す。

・非常事態に対して診察等を受けた場合、

費用は原則として無料とするべきではな

いでしょうか？

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 4月6日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

この度の地震でもそのショックで流産、

早産なさった方や急に陣痛のはじまった方

が大変多くいると聞いております。病院は

けが人その他の患者さんが多くつめかけて

大変だとは思うのですが母体と赤ちゃんの

命を守るためにも最優先に急を要する妊婦

さんを診察して頂きたいと思います。



被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 4月 6日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今回の地震で全壊などで病院がつかえな

くなった為被害の少なかった地域の病院が

混雑し入院用の部屋がいつばいでした。空

いたら入れてもらえる状態でした。今後は

救急時の入院用の部屋の確保もお願いでき

たらいいと思います。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 4月8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

地震から 1週間ほどたったときに助産婦
さん（出産予定の病院）から電話をいただ

いたことがとても嬉しかったです。とても

落ち着きました。非常事態の時は誰しもが

不安にかられます。そんなとき多少日にち

がたっていても妊婦であれば検診を受けて

いた医院などから連絡があれば気分が落ち

着くのではないでしょうか。

被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 4月 9日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

精神的に不安定となると思いますので、

リラックスできる様アドバイザー等が必用

と思います。

被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

地震の時はかなり寒い時期だったので寒

さもしくはあっさなどはかなりこたえるし

清潔にしないといけないこともあるので

（ぼうこう炎など）それに横になれること

ろなど。食事のバランス。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

出来るだけ静かな「環境」ミルク、オム

ツの援助。衛生面、精神的な補助。

-78-

被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

なに事がおこってもすばやく対応し、か

つ通院している病院で出来る限りお産出来

るように、病院がつぶれても、その医師看

護婦助産婦がどこかにつどって出産に立ち

会うことが出来るようにして欲しい。そこ

のスタッフをしんじて信頼して、通院して

いるということを忘れないで自分の所がだ

めだから他へまわすことのないようにして

欲しい。

被災時住所： 神戸市西区 経産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今回自分自身でも体験したことですが地

震があって数日後27週のときに突然出血

しすぐに病院に電話したのですが全く通じ

ませんでした。仕事の都合上主人もいな

かっったのでとても不安になりました。電

話が早く復旧すれば適切なアドバイスもう

けれたと思います結局近所の同じ経験のあ

る人の話を聞いて安静に寝てました。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

•安全、清潔な場所、清潔な器具。

・信頼できるお医者さん 看護婦さんがい

てくれる。

被災時住所：神戸市西区 経産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

そのような非常事態でも、不安のないよ

うな医療をお願いしたいです。

被災時住所： 神戸市西区 初産婦

出産日： 4月16日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・災害時、通院していた病医院に連絡がつ

かなかった場合、身体に異常があった

時、どう対処（どこへ行けばよいの

か）病医院内であらかじめ決めて、診

療の際に説明してもらえたらと思う。

（災害発生後、早い時期での妊（産）婦の

状況把握と対処）



被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

水や消毒などの衛生面をはやく通常のよ

うにしてほしい（入院中）

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

地震当日に出産して、入院中、母子とも

に入浴もできず、食事もお弁当かおにぎり

ぐらいしかあたらなかったのに通常と同

じ出産費用を請求されたこと。 （しかも通

常のときより 1日早く退院して）

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

生まれたばかりの新生児の安全性だけは

絶対に守ってあげて下さい。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

同室の初産の方は 震災当日陣発・出血

したが引越して来たばかりでまだ妊婦検診

を受けていなかったため責任がもてないと

断られたと聞いた。私は主治医が当日00
病院に頼みに行って下さっていたため 安

心して出産出来たが、他にも断られたりつ

ぶれていたりで3軒目で出産した話も聞

く。自宅に親族が避難してきたため新聞を

読む時間も無かったが、震災時 受け入れ

可能な産婦人科情報とか、産婦人科医療班

の避難所訪問などは行なわれたのだろう

か。また00HpのDr．やNr．は他院からの受
け入れが多いため皆疲れて顔色が悪かっ

た。非常時なのだから診療不能な他院のDr.

やNr．の手は借りられないのだろうか。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

とにかく安心できるように、余分な心配

をしなくてもよいようにケアしてほしい。

非常事態でなくても不安なものですから。
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被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

予定日が近くびょういんが無事なのかど

こで出産すればいいのかとても不安だった

ときにCO産婦人科の方がで電話を下さっ
てとても安心できたので病院側から連絡が

可能なら連絡をつけるとかどこの病院が受

け入れ可能かなどをはやくわかるようにし

てほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

ミルクや紙おむつなどを優先して確保で

きるようにしてほしい。出産後などはとく

に感情的に不安定になるので、精神的な面

でのケアもなるべく考えてほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

安全な場所への移送。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 1月23日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

別の病院に変わる場合、血液検査etcを再
度やり直しました。 FAXなどで前の病院か

らとり寄せるなどできないでしようか？私

の場合10カ月で、お腹も大きく長い間待っ

て検査してとても疲れた気憶があります。

それと交通が不便になり、車も大渋滞しま

した。そういうときに産気づいた場合、救

急車が使えたら...とふと思いました。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回入院時交通渋滞にて（普通30分でい
けるところが1時間30分）子宮口全開での
入院となったため救急車等の緊急自動車が

活用できるようにならないものだろうか？



被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

特に、 10カ月にはいっていて、いつでて
もおかしくない時に、災害にあって、以前

かかっていた病院がだめになった時の不安
がすごく強かった。さいわい、きっちと、

次の病院に、しょうかいしてくれていたの

で、よかったけれど、それでも不安でし

た。心のケアが1番大切だと思います。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

災害時の水の確保。物資なので仕方ない

けど期限切れのパンを出されたのにはびっ

くりした。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

湯水等は必ず使えるようにしてほし

い。妊産婦に異常が起きた場合すぐに対応

できるようにしておいてほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

安心して出産できる環境と衛生的な面。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：三木市

敏速な運搬。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

このような災害の時、妊産婦は特に精神

的にショックが大きいと思いますので、精

神的なケアが出来るようなシステムがあれ
ば、安心すると思います。あと、妊産婦用

に、病院を知らせてくれるシステムも必要
と思います。
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被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

個人病院だったので水道ガスの供給がと
てもおくれた。給水車と病院の前まで入れ
る等の優先策はとれなかったのだろうか...

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 29週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

連絡手段のまひ交通状況のまひなどによ

り車のない私にとって不安だらけでした。

出産間近いにしての地震でお腹は痛くなり

病院には連絡がつかず他の病院も手いっぱ

いでうけていただけなかったためになんと

かかかっていた病院に連絡をとりやっとの
思いで1ヵ月早く産むことができました。し
かし赤ちゃんが呼吸困難となり00病院に
入院、その後も原因不明の発達のおくれが

あり1年でやっと安心できる状況になりまし
た。やはり00病院の先生のお話しでは何
かの（地震による）影響は否定できないだ

ろうとのことでした。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

電気、水道、ガス等、非常時にそなえ

て、対策など考えてほしい。



被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 1月28日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

震災前はこC病院にかかっていて震災後
OC病院でのお産が出来るのか不安になり
すぐ電話したところ“一応産めますがある

程度不自由はおかけすることになりますし

検診はいっさいおこなわずお産の時に来て

もらうことになります。どうしても体の調

子が気になるようならば近くの産婦人科で

検診のみうけられてもいいですよ”と看護

婦さんにいわれ少し逃げ腰の態度にとても

不安を感じここではもう産めないと思いま

した第1子もそこで産んでおり第2子も是

非とおもっていたのに残念でした。すぐ近

くで大きな病院を探したところ比較的被害

の少なかった△△病院があることを知り迷

わず外来で1/23に受けその週のうちにお産
になり早く決断してよかったと思いまし

た。産後看護婦さんに聞くと外来を1度もう
けずにきても産めずたらい回しだというこ

とを聞きびっくり致しました。やはりこう

いう場合はなるべく受け入れる体制をつ

くっていただきたいと思いました それと

新たにかかったということで血液検査もま

たされてしまい不安な時期で栄養もとれな

いなか又血液をとられることがつらかった

です。金額も高くもし全焼でもしていて何

もない状態の妊婦さんなら大変なことだと

思いました。やはり非常時にはカルテの病

院から病院への転送が母子手帳に記入する

など大事なことはカルテ同様にかけるよう

にしておいてほしいと思いました。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

出産の前に地震があり水が断水。大切な

のはわかるけど赤ちゃんが初めてつかる産

湯。まだ頭に血液がついたままとかは少し

かわいそう。 （看護婦さんの手抜きかもし

れないけど）非常事態こそ水道とかは十分

にしよう出来るようにして欲しい。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

・下着類の配布

・入浴

．腹部の保温ができるもの
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被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今回の地震で当日お腹の強い張りと痛み

がありかかりつけの病院に電話しましたが

不通で近くの病院に何件か電話したところ

『うちでは受け入れられません』等の返事

がいくつかありとても不安なときを過ごし

ました。幸い陣痛ではなく痛みもおさまっ

たなでよかったのですがあのままうまれて

いたらと思うと、今でもゾットします。こう

いう非常時にはどこでも受け入れてもらえ

る態勢がもっととのっていればと思いまし

た。特に出産は待ったなしなので。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市垂水区

検診が受けられるようにしてほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・受け入れてもらえる医療機関の情報と、

交通の確保

•清潔なタオル等、衣料と水・ミルクなど
の配給

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月 3日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

やはり通常の時よりも精神的に敏感に

なっているので看護婦の方のきずかいでか

なりすくわれました。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 40週

出産病医院の住所：神戸市垂水区

私もCC病院でお世話になる前自分で何
件か電話で問い合わせをしたのですが結局

かかっていた病院が違うという理由で断わ

られました。一時はどうなるとこかとおも

いましたが•…•もう少し親切な対応の仕方
はなかったのかと今でも思います。



被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月 4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

災害の大きかった時、店等、全て営業し

ていないので 赤ちゃんの為にミルク、オ

ムツは配給してほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月 6日 妊娠週数： 49週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

医薬品が足らなくならないように非常事

態がいつまで続くかわからないためにス

トックしておかなければならないので切迫

のかたも本来なら点滴をしているところを

最悪の事態までと処置を受けられない姿も

見たのでとても心配でした。今回のことを

きっかけに十分な医薬品の援助が早くス

ムーズに受けられるパイプラインなどを期

待します。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月 6日 妊娠週数： 32週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・非常事態になっても、必ず電気、水道、

ガスのライフラインが使える設備が整っ

ている医院の情報が欲しい。

・医療費の免除も考えて欲しい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月7日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

特に妊産婦さんは清潔にしておかないと

いけないので家庭のお風呂が使えなくなっ

たときのお風呂やの確保やそれが困難な時

の清浄綿の無料配布等……（自分が体験し

たので）もし通常通院している産婦人科が

行けなくなったための別の産婦人科の確

保。食事に対しても地震のときスーパーや

コンビニで買おうとしてもカロリー制限

（特に塩分）のある妊産婦にはむかないも

のしかおいてなかったので災害時の為の簡

単に調理できてしかもカロリーを考えた商

品を開発して欲しいです。 （特に産婦人科

の先生の協力をえて）

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月 7日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

安心して出産できる設備・対応。
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被災時住所： 神戸市垂水区

出産日： 2月 8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の災害で感じたことは妊婦など緊急

に状態が変わった時にまずどこにしらせれ

ばよいのか？そしてどこにいけばみてもら

えるのかまったくわかりませんでした。そ

の不安があると避難するのにできなかった

と思います。 2・3日後テレビにより妊婦の
みていただける病院が紹介されましたが交

通もマヒしており結局家でじっとするだけ

でした。大きな情報であるテレビ、ラジオ

に期待します。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今まで診察を受けていなかった病院でも

安心して受診、出産ができるようにしてほ

しい。。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

子供がアレルギー体質なので、アレル

ギー用のミルク、除去食の確保が早急に出

来るような体制づくりを望む。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月 8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

体調の変化に対する 早急で適切な処置

はもちろん、精神的な面に対するケアが最

も必要と思います。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

衣食はたりても不安は消せない。温かい

気持ちで温かいオフロで身体まであたため

てあげたい。不潔になるのが一番怖かっ

た。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月 9日 妊娠週数： 34週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

すぐに検診してほしい。どういう交通手

段でどの病院へ行けばいいのかすみやかに

しりたい。



被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月9日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

風呂場の確保……妊娠中なのでできるだ

け他人のかたとは一緒の風呂にはいりた＜

ない。特に産後1ヵ月は…

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月9日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

非常事態後、すぐに検診を受けさせても

らえなく、少し不安があった。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月9日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

1、診療を行っているか否かの情報の提供

診療できない場合の他病院の紹介に対す

る情報の提供

2、分娩に際し

医療機関と自宅との交通状況による医師

のアドバイス

ex)私の場合、車でlhかかったため、 Drか
ら事前に入院するようアドバイスを受け、

大変安心した。災害後、ライフラインの復

旧も未だということもあったが、交通事情

も最悪で迅速に来院できないという不安が

強かった。

3、ライフラインが全て回復するまでのケ

アー
・入浴できない、洗濯できないことから生

じる問題→妊婦特有の帯下、汗あき→生

理用ナプキンウェットティシュの利用

．妊婦の被災状況の把握及び、セルフケア

の確保（保温・衣類・洗面など）

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

どこの病院や場所で出産ができるか検診

をしてくれるかがすぐにわかるといいと思

う。ライフラインがストップしたときには

水くみが不可能なのでそれを手助けしても

らえれば助かると思う
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被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 42週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

この震災で長い間お風呂にはいれなかっ

たので各区に 1ヵ所でも妊婦、新生児に対
して優先的にお風呂に入れる施設をつくつ

てほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

どんな状況になっても安心してお産がで

きる体制。 119番とは別の特に妊婦専用の
ダイヤルがあればいいと思う。

私の場合は帝王切開という出産の形がき

まっていたので予定していた医院が被害に

あい手術が出来ないと知ったときは不安と

混乱で精神的にかなりつらかった。さいわ

い良い病院にめぐりあえたがそれでも万が

一破水してしまったときのことなど考える

と落ち着きませんでした。 （道路がどこも

大渋滞で）

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・災害時にどこの病院がお産が可能なのか

をディアルタイムで知らせて欲しい。

・緊急車輌の、交通路の獲保。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月11・日妊娠週数： 39週 自然分娩

出産病医院の住所：龍野市

．妊産婦に対する言葉がけ

•いつでも受け入れてもらえる体制

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月12日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：多紀郡

出産できる状況をいちはやく確保してほ

しい。救急車内でも最低限の設備を常備し

ておいてほしい。



被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

この度の地震で先のことが全く分から
ず、又、出産間近の妊婦にとってびょうい

んと連絡が取れないということは大変不安

でした。問い合わせたときの対応はとても

悪く残念に思います。予想していない事態

でしたがこのような災害が起きたときどこ

の病院にかかっているかにかかわらずどこ

の病院へ行ったら良いか紹介していただ＜

システムがあればと思います。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

できるだけ早く検診をして、お腹の赤

ちゃんには何ら異常がない等の診断をして

安心させてほしいと思う。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月15日妊娠週数： 37週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

水道、ガスが使えない中、病院まで徒歩

圏であることと病院側の「いつでもお産で

きます」の一言がとても心強かったです。

（地震当時妊娠9カ月でしたので）

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

分娩中に地震が来た時に分娩台から落ち

る事もあると思うので、体にベルトがつけ

れるようにするか、台を低くするなどして

ほしい。今まで母乳が出ていても災害で不

安になって母乳が出なくなった時店もなく

て大人の食べ物は、何日かすればくばられ

るが、ミルクがなくてこまった人もいると

思います。病院で、粉ミルクと水を販売し

てもらえれば助かると思います。
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被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 27週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

今回の事で私には安全な所があり前とか
わらず診察を受けれましたが そうでない

妊婦さんの事を思うと人ごとではありませ

んでした。いつ何がおこっても不思議でな

い体ですので避難所には必らず先生にいて

もらいたいです。またできればかかりつけ

の医院で責任もってみてもらえれば安心で

す。これからも大変でしょうが妊婦にとっ

ては病院、先生は何よりも必要ですがん

ばって下さい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：豊岡市

非常事態が起きたら、 “この病院へ”と

いうような、病院どうしの連携をつくって

ほしい。 （診てもらっている病院が、つぶ

れた場合etcの…）

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

今回は冬であったため避難所にいるしか

なかった妊婦はさぞ寒かっただろうと思い

希望としては早急にしかるべき所に保護さ

れたらと思った。 （夏は逆暖房と栄養の

とれる場所に）避難所に妊婦検診が開設さ

れていたニュースをみてとても安心したの

で今後もあってほしと思う。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

非常事態のためやむをえず転院しなけれ

ばならなくなった時、それまでの妊婦検診

の結果等が、転院先の病院にすぐに送って

いただけるような病院間ネットワークのよ

うなものがあれば、助かると思います。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

すぐに受け入れてくれる場所を作ってい

ただきたいですな。ただでさえ精神的にま

いっている時にどこにも行き場がないと

もっとひどくなるし、そばにお医者様がい

てくれるだけでも、すこしでもリラックス

できるのではないでしょうか・・・



被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

いつもよりていねいに、こまかく話をた

くさんしてほしい。診察していただければ

よいのではないでしょうか。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：赤穂市

やはり、今回、水・ガス・電気・食料が

不足し、自宅ででも、とても、妊娠してい

る身にはつらかったですし、不安でした。

入院しても十分なことがしていただけるの

かとも考え、体調も精神的にも、一時、ま

いってしまいました。寒さもつらかったで

す。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

・救急の時の医療機関をもっと明確に記載

してほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

この度の地震で通っていた病院がダメに

なり、もう後少しで (1カ月半後）予定日

だったので結構あせったし他の病院はうけ

入れてくれるのかすごく不安でした。テレ

ビ・新聞のニュースでその様な病院の案内

が比較的早く出たのはうれしかったです。

これからも一早いその様なニュースを望ん

でおります。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神崎郡

紙おむつがとても必要だと思います。友

人は長田に住んでいて、全壊してしまい子

供（当時3カ月）をつれて学校で生活して

たんですが、おむつがなく、布だと、洗え

ないし、大変なので紙おむつをしてました

がたりなくて、紙おむつを洗って、かわか

して使っていたそうです。あと、粉ミルク

の赤ちゃんの場合、お湯がなくて、水で粉

ミルクを作ってあげていたそうです。
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被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

病院で一度、診察をしてもらおうかと

思ったのですが、交通事情が悪いと聞いて

また、ニュース等で病院の混雑ぶりを見て

あきらめました。二人目の出産ということ

もあったのでお腹のなかで よく動いて

いたので まぁだいじょうぶだろうという

気がありました。これが初めての出産だっ

たら、もっと神経質に考えていただろうと

思います。こんな時に 自分の住んでいる

町の（全員が）公的施設で診察が受けられ

ることを希望します。 （ニュースでは一部

の避難所だけ診察を受けられていまし

た。）

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

地震後、診察できるかどうか、分娩がで

きるかどうかの連絡が無かったので、なん

らかの通知をして欲しかったです。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

スピーディーな対応。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

私が出産した病院 (00病院）は普段は
予約制の病院だったのに、地震の為他の予

定していた病院に断られた私を予約なしで

も受け客れて下さった。そして大変ていね

いに診察もして頂き本当に感謝している。

妊婦に安心を与える心配りは素晴らしいと

思った。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

00病院まで遠いので近くにお願いをし
たらどうかと、回りの人達に言われ近くの

病院に問合せても“新しい方はお断りして

います＂という返事、却って精神的に不安

になりました。仕方にないことかもしれま

せんが。



被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 40週

出産病医院の住所：加古川市

ライフラインが断たれた時に 水、オム

ツ、ミルク肌着を確実に配布できるように

してほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私の場合は肉親の協力で、特に大きな不

安もなく過ごせましたが、実家や肉親が遠

方で、特に、上の子供さんがいる方には、

何らかの形で、人手がいるのでは、ないか

と思います。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

私が地震の2日後に検診に行ったときの

ことです。受け付けに他の病院で受診して

いた妊婦さんから電話がかかって自分の受

診していた病院が地震でなくなったのか病

院に行けないらしくその病院で産ませて欲

しいとの電話だったらしいです。けれど受

け付けでは『水がなく不衛生で手術もでき

ないので今まで受診した妊婦さん以外のお

産は出来ません』とのことでした。たしか

に病院はパニックでトイレも使えない状況

だったしけが人ばっかりだったのですがも

うお産の始まっている妊婦さんがあのよう

に断わられるのは同じ妊婦としてつらかっ

たです。どのような災害時でも今まで受診

しなくても誰でもどの病院でもお産できる

システムがあればと思います。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

とにかく、精神的にすこしでも落ち着け

る場所を確保してほしい。産婦人科の先生

や看護婦さんのはげましの言葉にどれほど

心強く思ったことか・・・

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月27日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

災害をまぬがれた他府県の病院にスムー

ズにバトンタッチ出来るようなシステムが

あればと思います。
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被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月27日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

妊婦さんでも気がねせず入れるお風呂の

設備をちゃんとしてほしい。地震のときは

食べ物にすごく困った。栄養のあるものを

用意しとかなくてはならないと思います。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

切迫早産のおそれがあるので（上位破水

していた）安静といわれていたときで 1週
間後の検診の日に道路がこんでいていけそ

うにないので病院へ電話して指示をあおく‘

と近くの病院でみてもらってくださいとい

われたので近くの病院に 2件電話したが、

水がでないとか 手が足りないとかでこと

わられた。結局実家の近くの00病院でみ
ていただけたが、もっと地域の病院がその

地域の人に対してやさしく応対してもらい

たい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 32週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

非常事態ということで病院としての機能

が動いているのか、各病院の情報をテレビ

等でながし自分の通っている病院を確認し

たい。又、予定日近い人に対して個別にな

んらかの連絡を病院側からとることはでき

ないものか？

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 27週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の地震で、今までの生活がいかにも

ろいものかよくわかりました。私自身、自

分では地震の影響などなにも体にうけてい

ないと思っていたにもかかわらず、 3カ月

も早くうまれてしまいました。精神面のケ

アが、いかに大切か、今回の出産でつくづ

く思いました。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

お風呂など入れなくなると体が不潔にな

りやすいので妊産婦、乳児など優先でその

ような施設の提供を。



被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市垂水区

住居のエレベーターが使えなくなり上階

の人は苦労していた。水運び等が 1人では

できないので周りの人に迷惑をかけた。そ

のへんの援助があれば。お風呂やさんも超

長時間並ばなければならないので行けな

かった。専用のものがあれば

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：高砂市

今回の地震で一番感じたのが、交通のマ

ヒです。もしお腹の赤ちゃんが何かの異常

があった場合 病院までの交通マヒを心配

しました。私の場合、実家が病院に近く

地震の被害もほとんどなく普通の生活が出

来ました。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月 2日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

検診の場所の公表もしくは出張診療所で

の検診をしてもらい無料にする。水、食

料、ふろなどの確保や重い荷物の持ち運び

をしてほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月 2日 妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊産婦は特に不安になりやすいと思うの

で、ケガなどをしていなくても安心できる

ように落ちつける場所などが必要だと思い

ます。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月 3日 妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

せめて病院だけは水道、電気、ガスがと

まらないようにしてほしい。そうすれば安

心して出産をむかえられると思う。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月 3日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：加古川市

食事の確保と、休める場所と、お医者さ

まの3つは必ず保障して頂きたいのです。
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被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月 4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

被害状況をきちんと伝えてほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月 5日 妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

当日と次の日は急患の人のみで一般は3

日目からでした。しかし、妊産婦はやはり

赤ちゃんの事が心配でした。詳しい検査を

してほしいとは思いません。しかし、大丈

夫かどうかの検診ぐらいは即でもよかった

のではないでしょうか。これはやはり私の

身勝手でしょうか。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月 6日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

今度の震災で水道やガスが長く止まって

しまい、水くみができなかったりお風呂も

お風呂やさんの長い行列に冬の寒い時に並

べなくて不自由な思いをしました。妊婦の

ために何らかの対応があればと感じていま

した 地震の後すぐに実家に世話になった

のでよかったのですが実家の遠い人などは

寒い避難所で心細い思いをしただろうと思

います。妊婦の受け入れ施設などがあれば

……と思いました。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月6日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

通院していた病院が壊れて、全く連絡が

とれず、その上、血液検査の結果待ちの状

態だったのに、結果もわからずじまい。妊

娠33週目でのことだったので、どこで産め
ば良いのか、受け入れてくれる病院はどこ

だろうかと、心配なことばかりでした。

以上のことから私が思ったのは、臨時の妊

婦検診を各区や各地域などで、やってほし

かったということです。長田区では臨時の

妊婦検診が行なわれた様ですが、地震のす

ぐ後の交通の不便さや長田区の状況では、

そこへはとても行けなかったのです。



被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月7日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊娠9カ月の体では、断水の為給水所

まで歩き、寒い中 1時間近く待ち、ペット

ポトル5~6本の水を運ぶのがやっとでし
た。いつまで断水が続くのか、重たいもの

を持って、お腹は大丈夫かと不安を感じま

した。こんな時妊婦にも援助してくれる人

が気軽に頼めることができればと思いまし

た。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

医療や援助という面では あまりわから

ないのですが、私にとっては助産婦さんの

「何があっても、家に行ってでも産ませて

あげるから」と 地震直後に病院で私達妊

婦に言ってくれた言葉がすごく心強くそし

て安心感をあたえてくれました。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

かかりつけの医院にいけないときどこの

病院でもみてもらえるような受け入れ体制

を希望します。今回の場合近所の病院で診

察をうけようと思いましたが10ヵ月に入ろ

うとしていたのとガスが復旧していない状

態で無理だったのかもしれませんがことわ

られました。少々不安な日をすごしまし

た。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

妊娠中の清潔にしておかないといけない

ときに断水などのために清潔にしにくい状

況にあったことが一番つらかった。産婦人

科の病院でも同じであるとおもいますが妊

産婦等に優先に給水があればうれしいと思

う。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

非常事態においても安心して出産できる

体制が整っているように。また、乳児用

品、子供の準備品が一緒にそなえられると

妊婦にとっては安心できると思います。
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被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

電話もつながらず1人でいるときなど「も
しも」と思ったとき、ささいなことで相談

できるところがあるといいですね。小さな

不安をとりのぞけるような。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私の場合、ちょうど、 33週位だったけれ
ど、主人が10日位仕事を休んでくれた事
で、気持ちが落ち着いて 別に医療や援助

に希望する事はなかたのですが、知り合い

が生後2カ月の子を連れて長田の避難所に

いて、母乳がでなくてミルクが必要だった

のですがなくて 私達垂水のあいている薬

局でミルク、おむつを買い届けました。届

けたのも 2日位あとだったと思います。だ

からそれまでは、水もでなかったらしく、

おしりもみんなのつばでふいてやっていた

らしいです。おなかの大きな私よりも、小

さな赤ちゃんのいるお母さんの方が よっ

ぽど 大変だっただろうと思います。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

・赤ちゃんだけでも毎日お風呂にいれれる

ようにして欲しい。

•主人がいないあいだなどに水の配給が
あっても大きなお腹で何時間も並んで

もらいその水を家までほこぶことはむり

だった。だからなんらかの配慮があれば

良いと思う。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

全半壊などの家庭には、医療費の補助が

あってもいいのでは…



被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

地震後は長い間入浴できなかったので妊

婦のための入浴施設がほしかったです。そ

れから今回は精神的に恐怖感が長引いたの

でおなかの子供への影響が不安でした。そ

ういうことが相談できる場があれば良いと

思います。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

地震前にかかっていた病院は地震後、

TELで救急or異常時のみ診察すると言われ
ました。 8カ月のおなかで地震後、力仕事

も多く、かなり負担も多く、おかしいか

な？と感じ、別病院を受診。早産しかけと

言われました。人によって異常と感じる程

度も違うし、一人目の場合とても不安だと

思います。出産までの精神的援助も大切だ

と思う。他の病院（診療可能な）の紹介

等。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

り災証明書があれば検診代金を減らして

もらえるような援助をしてほしい。家が破

損した場合などそちらの方にお金がかかる

ので。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 30週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

緊急時の即時対応を希望します。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の地震で感じたのは、やはり交通網

がマヒしていたので、あの時に、もしもの

事があった場合、どこへ行けばよいのか一

目でわかる情報がほしかったです。又、よ

ほどのことがない限り、診察には行かない

ので、非常事態がおこった際、医療サイド

からの確認というか、・ 1度診察に来るよう

になどという働きかけが欲しいです。

-89-

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

水道、ガス、電気など止まった場合は病

院を最優先に考えて使用できるようにして

ほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月19日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：豊岡市

カウンセラー的な役割をもつ人がいて、

心配事（身体的、精神的）を、ゆっくり聞

いて欲しい。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

1月17日の大震災で須磨区の夫に実家が
全壊しまた自宅もライフラインの寸断でい

ろいろ大変でいした。そんななか1/28に0
〇産婦人科を受診しましたが水もガスも止

まったなかでDrやナースさんがいつもとか

わらない笑顔で診察をされていることに安

心し勇気づけられる思いでした。待合室に

も救援物資が並べられ産後の方はとくに助

かったのではと思います。非常事態にさい

して正常な状態にある妊産婦にたいする援

助としては心のケアが大切だと思います。

ナースと話をするだけでもずいぶんごごろ

が楽になる。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・妊婦の場合、出産予定日が近ければよけ

いに入浴などが必要だと思います。その

時に、入浴できる場を確保してほしいと

思います。このあいだの様に車のじゅう

たいが続くと、出産にまにあわないとい

う事も起こると思います。その時は、優

先で車を走れる様な事が大事ではないか

と思います。



被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

地震の経験しかありませんが、やはり、
1番苦労したのが、お風呂でした。ガスの
復旧が特に遅く、検診の時は、カセットコ

ンロや熱帯魚用のヒーターでお湯を沸かし

て、必死に入浴しました。妊婦が特別とは

思いませんでしたが、長い行列のできた銭

湯に並ぶわけにもゆかず、当時、お風呂を

1番希望しました。。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

どこの病、医院に行けば、迅速に診察し

てもらえるのか（急に陣痛や破水した場合

など）今回の震災ではラジオが一番の情報

を知ることができたのでラジオなどですば

やく流してほしいと思いました。私の場

合、震災の次の日が検診日で病院がやって

るかどうかも分からない状態だった為そう

いうこともすばやく知らせてほしいと思い

ました。たとえやっていたとしてもふだん

の検診だけでもみてもらうことはできるの

かなど。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

やはり、いつも通りの活励ができること

ではないでしょうか。 00病院は、うちが
断水中でも、水洗トイレが使え、とても

ホッとしたことを覚えています。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神崎郡

・入浴（気持ちをやすらげられる雰囲気で

冬場は行き帰りが冷える）

・交通規制にかからない病院までの通行許

可証。

・職場に神大グループの方が来られたこと

がよかった。

私は連絡ミスで受けられなかったが、精神

的にも体調をくずしやすいので、職場だけ

でなく近くの人もみられないでしょうか。
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被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月23日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

乳幼児の食事や、衣類等を被害の大小に

かかわらず、配給してほしい。 （被害が少

なくても、手に入れるのが困難になる為）

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月24日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・医療を受けることのできる施設等の情報

を徹底して提供する。メンタルな部分が

多く体調が急変する方が多いと思うで。

（ものすごいストレスがありました）

・飲料水など豊富に備蓄する。 （市町村国

で）産湯すらない状況だったときいてい

るので、衛生面で

•他府県からの援助。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月25日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

•お風呂に入れない時の衛生上の注意など
を伝達して欲しい。 （妊婦・乳児）

・断水時のミルク作りや煮沸の仕方などを

伝達して欲しい。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

安心できる場所の確保。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

．妊婦にはストレスがたまらないような空

間。

・産婦にはミルク、おむつの確保。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

衛生面でお風呂に何日も入れなかったの

が妊婦としてつらかった。食生活もガス、

水道がなく 1か月半ほど充分なものが食べれ
なかった。子供が産まれていなかったので

良かったもののこういう事態のときは乳児

は優先的にお風呂や水の配給、おむつ、ミ

ルクなど与えて欲しかった。



被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

とにかく、おなかの赤ちゃんが無事かど

うかわかりたい。今回、それまでかかって

いた病院へ行けないと知った時、どの病院

では妊婦検診がしてもらえるかテレビの情

報案内で知ることができたし、無料検診も

してもらえることがわかった。今回の様な

援助（？）でよいのではないかと思いま

す。又、外来検診が再開された時に病院か

ら連絡がいただけたのもよかったです。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

急な、体の変化に対応できるような救急

体制が整ってほしい。それに 万がいち

未熟児で出産した場合の新生児医療の体制

をもっと、充実させてほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

医療面は自分自身が異常がなかった為具

体的な要望はないが水がでるまで給水場ま

でもらいにいってたとき重たいものがもて

ないので長時間寒い中ならんでもらっても

少ししかもらえずとてもつらかったとこは

忘れられない。食料も長い列で並んでの買

いだしは子供をつれて身重ではとうていで

きなかったので飲料 食事面の援助があれ

ば少しは助かったのにと思う。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：姫路市

避難先での検診をスムーズにうけるため

に、紹介状の発行をもう少し考えてほし

い。病院側より、妊婦本人が00までとり
にこないと、渡せないといわれたので、避

難先の実家からガスの出ない自宅に戻り、

もらいに行った。ウテメリンをのみ、つら

く、時間もかかったので…本人以外に渡せ

なくとも、あて先の病院に送って下さると

かできたと思います。文書手数料も大災害

のときは、仕方なく転院するときは無料に

するとか…紹介状がなくとも診てもらえる

ことはわかっていましたが数力月の診察結

果はやはり持っていきたかったので・・
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被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

被害の程度によっては医療費の免除、又

は減免をしてほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

非常事態の時は励けなくなる人もいると

思うので病院からのTELや家にきて検診す
るなどした方がよいのではないでしょう

か。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

水がストップした場合、妊婦に並んで水

をくみ、 （エレベーターが止まっているた

め）階段を登り降りするのはきつい。手助

けしてくれる人がいると大変助かる。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

病院へいきたくても行けないので（交通

手段等）避難所等を医師に巡回して頂きた

いです。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私が入院した時は、まだガスがでておら

ず、そんなに寒くなかったのでよかったの

ですが、赤ちゃんのおふろやお母さんの

シャワーなども、大変だし、食事もかわっ

てくると思いますので、その分の入院ヒな

ど、平等になるようにしてほしいと思いま

す。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月6日 妊娠週数： 36週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市東灘区

骨折、けがの出血でも受診できないくら

いなので、イヤでも妊娠していることなど

わすれてしまわなければ ならない状態で

した。特に 何をという希望はありません

が、何か異常を感じた時に相談だけでも受

けられるシステム (Tel相談でも）があれば
と思います。



被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月 6日 妊娠週数： 34週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・病院の出張サーピス

・心のケア（心配ごと、悩みごとなどの相

談窓口）

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 4月 7日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

妊婦がいつでも病院に行ける状態でいて

ほしいと思う。私は1月17日が妊婦検診の

当日で行きたくても行けず結局 7日後に診

察に行きましたが病院まで4時間かかりま

した。精神的にも体力的にもつかれまし

た。不安をとりのぞいてほしいのですぐ病

院に行けたらと思いました。弱い立場なの

で妊婦さんと子供を守ってあげてくださ

し •o

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月 8日 妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

被災地内の安全な病院をしらせてほし

し)0 

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 4月 8日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

非常事態後は子供の事がものすごく心配

になるので毎回超音波断層のない病院

でも 母親に安心をあたえる意味でも超音

波で胎児の様子を見せてあげる方が精神的

安定を得られると思います。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私自身は体も元気で無事でしたが家をう

しなった人とか家族を失った人は精神的に

も大きなダメージがあると思う。そういう

人にこころのケアをもっとできるように望

みます。また兵庫の方で学校で妊婦検診を

していたのをニュースでみて感激しまし

た。それから妊娠中の水運びはハードでし

た。
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被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 33週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

・精神面のケア。

・優先的に、衣食住を整えてもらう。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

とにかく尿が近くなるのでトイレだけは

すぐいける所に場所にいたいです。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 26週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

病院が自家発電等でしつかりしていてほ

しい。 （機能）できれば様子を電話してき

てほしい。早産を止める薬を確保したかっ

た。援助では妊娠中より生まれてからの方

が大変だと思う。物資的にもおむつ、水、

ミルクが手に入らなかったと聞きます。精

神的にも赤ちゃんをかかえている方が大

変。私は妊娠中でかえってよかったと思っ

ています。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

「水」の必要性がとても感じられた。妊

産婦に限らず何でしょうが尿の回数はかな

り増えていたし清潔でいたいと気持ちが

あって水がかなり必要でしたが切迫早産で

給水車がきててもそう取りに行けなかった

から。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 36週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市垂水区

（切迫流産・早産・破水などの）緊急時の

病院までの輸送。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 36週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市垂水区

緊急時（おなかが張るとか破水とかetc)

の病院までの輸送。



被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

各地域をまわって下さる先生がいっら

しゃると助かると思います。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

今回の地震では水道が止まってしまった

ことが大変困りましたので入院をしていた

妊婦さんは時に不安だったと思います。

又、赤ちゃん（新生児のいる家庭での水不

足も深刻だったと思いますのでまず、水の

確保を優先していただけたらと思います。

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

最低限の物は、確保してほしい。 （水、

食料）

被災時住所： 神戸市垂水区初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

水もガスも出なかったので、お風呂に入

れずこまりました。お風呂に入ればお腹の

子も一番元気に動いてたのでつらかったで

す。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：豊岡市

他の病院とすぐ連絡できるシステムをつ

くって、今回のような時でも安心できるよ

うにしておいてほしい。

被災時住所： 神戸市垂水区経産婦

出産日： 4月17日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の地震でも、交通の便以外に別に

困った事が、なかったので、考えつかな
しJ。
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

患者というものはすごく心細いので 災

害時には特にケアが必要。最低限、診察で

きる状態だけは 保っておいてもらいた
しJ。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 38週 自然分娩

出産病医院の住所：明石市

粉ミルク、紙おむつ、熱湯などの確保。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

専門的にみていただける病院が災害の時

にあると安心します。今回のように神戸で

は大きな病院でも被害にあい入院すること

がでえきずお産直前で他の病院をさがしま

わったおいう話をききました。私の場合は

地震当日に陣痛がはじまりましたが 病院

は無事でなんのしんぱいもありませんでし

たが安心して妊娠、出産ができるようどん

な場合にも対応できるようにこれから救急

マニュアルをしつかり考えていってほしい

です。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

破水してから病院まで6時間かかりまし

た。緊急時、自家用車でも早く行ける方法

も考えて下さい。 1時間も走れば豊富な食
料は売っているのに入院先での食事は実に

素食でした。暖房も水もないのに平常料金

なのには誠意が感じられませんでした。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 35週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

おかあさんが安心して、心のゆとりの出

来るように接して頂けるような病院が良

い。おなかの中の赤ちゃんのことも詳しく

どのような状況でいるのか、わかるように

してもらいたい。



被災時住所： 明石市

出産日： 1月19日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

非常事態のときなどに上の子供がいた場

合一緒に入院できれば親も子も安心してい

られると思います。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：加古川市

ありきたりな事だけど、やっぱり一週間

以内には、健診してほしい。何よりもお腹

の子供が気になるから。今回のように地震

で家がつぶれてしまった時、できれば、テ

ントや体育館ではなく、病院の中で生活さ

せてほしい。何かあった時に不安だから。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日； 1月22日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

予定日も近く電話も通じる状態ではな

かったので不安だった。チラシなどで最悪

見知らぬ病院でもいいから陣痛がおきたら

受け入れてくれる病院の情報をとにかく早

く知りたかった。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

体のケアだけでなくて、心もケアしても

らえたら思います。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

・精神的ショックや地震の場合家具の下敷

きになったりしているので 赤ちゃんに

影響がないかすぐに検診を受ける事がで

きれば安心できる。

・私の場合 出産予定日がせまっていたの

でもし自宅（播磨町）にいて病院（明石

市）に行くとしたら電車は動かず車も

渋滞のため通常20分の所が2時間近くか
かってしまうので急に陣痛や破水したら

どうしようという不安があり結局水の出

る所から水の出ない実家（明石市）に

ずっといなければなりませんでした。

やはり緊急時の交通方法の援助が必要と
思います。
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被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 1月23日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

校区単位で相談できる担当スタッフがい

れば心強いです。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月23日妊娠週数： 37週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回、はじめての出産だったにもかかわ

らず、地震という非常事態にあい毎日が不

安でいっぱいでした。病院に 1度破水らし
きものがあった時'TELをしたら病院も水が
出ないので、もしかすると、他の病院に変

わってもらうかもしれないという返事がか

えってきたので、さらに不安になりまし

た。ですから、そのような非常事態な時で

も普通とかわらない診察ができるたいせい

をとってほしいと思いました。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

急に陣痛がきたり異常があったときは産

院までいける場合はよいが行けないときは

救急車およびそれにかわる輸送等があれば

いいと思う。かかりつけの産院が遠い場合

は緊急に診てくれる所があればいいと思
う。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

その時になってみないとわからない。ど

んな時でも母子の安全を考えて欲しい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

地震の日の夜、少しおなかが痛くなって

きたので、病院に電話を入れたのですが、

病院の方は、忘しいにもかかわらず、親切

に対応してくださったので、大変、心強

かった。妊婦は、とても不安なので、特

に、非常事態に対しては、すごく、いつも

以上に不安なのでこのように、どんな時に

でも、親切にこれからも対応していただき

たいと思います。



被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：加古川市

災害で病院が診察できなくなった時、ど

こへ行けば、診察を受けられるのか、受け

入れ先等あらかじめ、医療機関内で決まっ

ていれば、多少安心である。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私は出産を実家の近くでと考え西明石に

すんでいますが須磨まで検診に行っており

ました。地震後一度家の近くのこC)産婦人
科でみていただき、その後1週間で出産とな
る（先生のよく引き受けて下さったもので

す。）出産するものこころよく引き受けて

下さいました。気分が落ち込んでいただけ

に先生のおやさしい言葉にどれだけ勇気づ

けられたことでしょう。この様な先生に出

会うことができ私は本当に幸せでした。皆

がこC)先生のような方であったらと思いま
す。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 1月28日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

今回3人目だったので実家に帰らずに自

宅近くの病院で産むことを決めていたので

すが産後実家に帰る予定が実家が半壊で交

通のことで帰ることが出来ませんでした。

近くに身内もなく病院から退院後しばらく

大変でした。とくに上の子も小さいため休

む暇なしでした。主人が仕事しにいく間子

供達を入院している間どうしようかと心配

しました。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月29日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

病院にいけなくなってしまうということ

もあるので、電話または往診で体の状態を

わかっていただきたいと思います。 （特に

出産間近の場合）
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 1月29日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

やはり災害というものは忘れた頃にやっ

て来るものですし、一番 皆のわかりやす

い市・区役所などには、毛布や、非常食、

水、オムツミルクなど、この震災で大変必

用だった物などをある程度そろえておくと

良いと思う。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

出産時異常事態になった場合のBack-up
体制が確保されるように強く希望します。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

出産予定日が迫っていたため、入院の際

に交通手段のことでとても不安が大きくて

困りました。電話が通じないため、タク

シーが呼べない 道が混んでいる、主人が

留守の時なら自分で車を運転していくしか

なく、上の子をつれてどうしようかetc.不
安がいっぱいでした。何か対策ができれ

ば、助かる人もいるでしょう。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月 1円 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

今回は幸い被害はありませんでしたが妊

娠中などに避難所などで暮らさねばならな

くなったら気候（暑さ、寒さなど）衛生

面、体調の変化があった場合すぐにみても

らえるかなど不安はたくさんあります。ま

た新生児をかかえていた場合水やより安全

な場所への移動など優先してもらえるとあ

りがたいと思います。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

家で陣痛が始まった時に、交通渋滞など

で、病院に行けなかったらどうしようかと

不安になったりしたので、できるだけ早く

入院できるようにしてもらいたい。 （予定

日が近い時は、前もって入院できると

か）。



被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

親切、迅速に対応してくれる事。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

地震後、とても不安になったが、 00先
生が一日おきに診察して下さったので 随

分、精神的に落ちつきました。妊婦の精神

安定のためにも、このようなこまめな診察

は大変大事だと思います。病院に大きな被

害が出た場合のことは、ちょっと考えられ

ません。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月 2日 妊娠週数： 35週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

内診の時、下の股に入れるかねの道具を

もう少しゅっくり入れてほしいです。地震

でこわいせいか体がこうちょくしてしまっ

てとてもいたかったです。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月 3日 妊娠週数： 35週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私自身は余震で目覚めて破水して出産と

なりましたが地震そのものによる被害もほ

とんどなく病院も車ですぐのことろだった

のでまだ良かったとは思いますが。全壊、

半壊や主人の会社の被害状況などですごく

大変だったひともおられると思います。検

診費分娩費などの負担や精神的にもかなり

のショックを受けたと思いますので具体的

には思いつきませんが気持ちがゆったりす

るようなシステムがあればと思います。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月3日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：姫路市

診察をすぐうけれるように設備を整えて

欲しい。私自身1カ月に入っていたのでお腹
の赤ちゃんの事がとても心配で、なんとか

お医者さんに見てほしかった…（病院に

行っても診察をしてくれなかった。）そう

すれば少しの不安がとれたと思う。
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月3日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

今回の地震で、水、ガスが止まってたの

で、毎日、重い荷物を団地の5Fまでもっ
てあがったりしたから、予定より少し早い

お産になった。病院でも窓がガラスで、余

震が来ると不安だった。何かあったら、子

供とすぐ逃げられるように母子同室が望ま

しいと思う。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月 3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

病院側とすれば、少し、わずらわしいか

もしれないけど、本人が、かかりつけの病

院が被害を受けていたら、すごく不安なの

で、どこの病院でも みてもらえたら幸い

に思う。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

今回のように寒い時期だと冷えやすいの

で温かい毛布や避難所など老人同様優先し

て与えてあげられたらと思います。 （実際

自分自身もかぜをひき高熱を出してしまっ

たしお腹のはりもかなりひどくなったの

で）後は、安心して産めるという病院側の

設備の充実。そして充分なミルク、おむつ

の備品があること。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月 5日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：高砂市

非常事態がおこり避難所ですごさなけれ

ばならなくなった場合、栄養のある食事の

確保をしてほしいと思います。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月 5日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊婦は栄養面を気をつけなければいけな

いので、非常事態のとき食品面や食料のこ

とを考えて頂いて欲しいです。食べるもの

がなく今年の1月17日の地震のとき困りま
した。



被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

安心して生める場所の確保。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月 6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

・物資の優先的配分

この度の震災は冬だったが冷たい体育館で

寒さに耐えながら板間で寝ていたというこ

と（知人の話で）

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

今回こちらのほうでは被害は少なく通っ

ていた産婦人科も大丈夫だったのでよかっ

たですがもしその産婦人科がだめだったら

どこの産院に通ったらいいのか情報がすぐ

わからず不安なときを過ごしそうです。ふ

だんからどこにどういう病院があるまか地

図みたいなのがあればと思いました。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

どんなときでも分娩を受け入れてくれる

ような万全の態勢をとれること。地震があ

り妊婦にとっては出産というものだけでも

かなりの不安というものがあるのにまして

病院が万全の状態ではないとなれば精神的

にも良くないと思う。テレビ等で赤ちゃん

が産まれても初湯に入れてあげることがで

きないなどのニュースをみる度に自分の産

まれてくる子供はいったいどうなるんだろ

うという心配がいつもありました。そうい

う状態にならないようにしていただきたい

（水の確保等）

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月 7日 妊娠週数： 41週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

交通の状態がどのように被害を受けるか

わからないので遠くから診察にこられてい

る人で予定日は近くであるなら早いうちに

入院できれば安全で妊産にとっても不安を

もたなくてはないのでしょうか。 （非常事

態がはっせいしたとき）
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被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月 7日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

もし何かあった場合にそなえてすぐに入

院できるようにしてほしい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月 7日 妊娠週数： 35週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

．どこのどの病院又は医院で診察可能なの

か、早く知らせてほしい

．妊産婦、新生児、乳児専用のおフロの完

備

・ナプキン、紙オムツ、ミルクの迅速な支

給

．妊産婦、新生児、乳児専用の清潔な部屋

の確保

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月 7日 妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

普通の時ととがって、時間がないように

思います。検診もきまって、 1カ月後と何

週間後とか言われても、自分や自分の身内

のことで行けない時、やはり、一般の人と

ちがって、おなかに赤ちゃんがいるので、

不安になります。だから、いつどこの病院

でみていただいても、かかりつけではない

ので、少しとまどってしまいます。こんな

時、どうすればよいか、あらかじめ、わ

かっていたら、安心できそうです。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月 8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

診察料や出産費を援助してもらえれば助

かると思います。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月 8日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

その時の妊婦検診の費用の軽減を希望し

ます。家が全壊した人など家族をなくした

人など、お金の面でこまっている人がふえ

るのではないかと思って。



被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

停電 断水時にも出産できるように。

病院にある程度の設備があると安心でき

る。個人病院では難しいと思うが・・・

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

病院の規模の大小に関係なく水→県、市

の協力。ガス→プロパン等、電気→自家発

電が確保できるようにしてほしい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

もし自分がいっている病院が診療しても

らえなくなった場合はすぐに他のびょうい

んを紹介してほしい。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・大きなおなかと言う事で、動きがとりに

くいので、妊婦の立場での行動を指導し

て欲しい。

・ただでさえ、不安な気持ちの多い妊婦な

ので、それに加え、非常事態での心配に

なる様な事の言動は、ひかえて欲しい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月11日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私のかかっていた病院は地震後通常通り

だったので安心したがその病院で出産でき

るのどうかを一番心配した。病院運営の情

報は第ーだとおもう。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月12日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

新生児が入浴できずに お尻がただれて

いたのをTVでみました。どの子も、清潔に

してやりたい！！
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

出産予定の病院が被害にあい生産できな

くなった場合すぐ他の病院を紹介していた

だけるのか？

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月15日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私の場合35週のとき地震がおきたので家
はライフラインは電気がつくだけという状

態でしたがこC病院で出産すると決めてい
ました。不安な気持ちのまま1月20日に検
診にいきましたが水道は十分に使用できる

状態ではありませんでしたが医師、看護婦

さんの落ち着いた態度やいつもとかわりな

い様子で勇気づけられ、これならここで入

院しても大丈夫と安心しました。やはり非

常事態のなかでも医療に従事するかたの態

度ややさしさが最も大事なのではないで

しょうか。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月15日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

精神的にも肉体的にも大きなショックを

うけた後なので妊婦としては胎児の状態が

どうなっているのかということが一番気掛

かりであったと思います。検診、かかりつ

けにかぎらず最寄りの病院で赤ちゃんの無

事（状態）を診察していただけたら良かっ

たのではないかと思います。私の場合骨盤

位だった子供が頭位になっていたので地震

がかえってよかったことになりますが逆の

方もいらっしゃたみたいなのですぐにみて

いただけたらいいと思います。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊産婦、乳児、幼児などの確実な保護。

医療機関の確保。



被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 42週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

妊産婦は普通の状況でも不安になったり

するものなので災害時はテントでもどのよ

うなかたちでもいいので検診など先生方と

話をするなど…何箇所かというのではなく

たくさんの場所で行って不安を解消するな

どの工夫を望みます。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私はまだ予定日まで1カ月近くあったの
で病院の方に電話して電気、水道、ガスな

どのライフラインの状況を聞いて分娩が 1
カ月後に可能かどうか判断してそのまま同

じ病院で産みましたが転院というか (TV

の情報をみて）別のびょういんで産むこと

も一時考えましたので。その情報を受ける

手段がTV、ラジオしかないことがこれか

らとても不安です。電気がつかないときな

どはどうすることもできませんので。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

妊産婦に限らず乳児をもつ家庭に対し

て、水やオムツの配給、診察等の優先をで

きるようにしてほしい。テレピetcで飲めな
いわき水等でミルクをつくらないといけな

い母親を見て人事とは思えなかったので。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：加古川市

私が住んでいる所は、今回の地震で水が

断水状態が続いたので身体を清潔にした＜

てお風呂に入りたかったです。夏場だった

ら特にそうだったと思いますが、冬でも 2

~3日ぐらいしかがまんできませんでし
た。でももし子供が産まれていればもっと

水が大切だったと思います。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

精神的な不安がとても多いので、常に緊

急に対して、対応してもらえる、窓口を設

けてほしい。
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被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 28週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

災害に強い産（病）院でいつ何時でも受け

入れてもらえる状態であってほしい。

今回お世話になった00病院では設備は
もちろんのことスタッフの方々の十分ない

きとどいた気配りなどで感激しましたし夜

間であっても安心でした。けれど他の産

（病）院では夜間の看ゴ婦さんなどの人数

もごく少ないところの方が多いと思います

が突然の災害などではパニックになりかね

ないのでは•••と思います。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

紙おむつ、ミルク等すぐ援助できるよう

にしてほしい。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

もし出産となったときには自分が出産し

ようと思った病院がダメだったときにはす

ぐにうけいれてくれる病院を準備してほし

い。そしてなによりも子供に使用する物は

どんなときでもあるようにしてほしい。連

絡のできるときをふだんから非常の時期に

対することをテレビなどでなんらかの形で

市民につたえてほしい。出産に対する必需

物品やさんご必要な物（子供ミルク、ティ

シュ、ガーゼ）早く用意できるようにして

ほしい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：高砂市

不安をとり除いて欲しいので、保健婦の

訪問や、歩いていける範囲での検診や相談

所の開設を早目にして欲しい。専門家の方

に話を聞いてもらえるだけでも、安心感が

得られると落ち着くもの。そういう情報や

物資の援助がどこにいても得られるような

連絡網やネットワークがあれば良いと思

う。



被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

•生活出来る場所を用意して欲しい。
•水くみが出来ないので、手伝って欲しい

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

紙おむつ、ミルク等の援助はもちろん、

授乳や、おむつ替えの出来る場所の確保

精神的苦痛のカウンセリング等。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

交通網の確保。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

普通の時でも気持ちがとても不安だった

のに電話も通じずラジオだけの情報にた

よっていたため直後はもし何かあっても病

院が開いているのか心配でした。だから病

院の被害状況をもっと情報として流してほ

しかったです。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

避難所での生活は無理だと思います。妊

産婦をあつめて収容すれば精神的に楽だと

思います。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊娠9ヵ月だったので（まして3人目なの
で）無事にもちました。産後まもないかた

のミルクやお湯やお風呂…とても大変だっ

たと思います。
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

交通事情等で今まで通院していた病院に

行けなくなった人に近くの病院でも対応で

きるようにして又、病院に行けない人にも

何らかの対応をしてほしい。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

食糧、環境など最低限の備えと体調が変

わった時に診察していただけるスタッフが

すぐかけつけられるような準備が必要だと

思う。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

平穏な状態でも産気づいた時は、とても

不安になったので、地震の前後などに出産

した方はどんなに大変だったろうと思う。

非常事態でも安心して出産できる場所や人

手を確保していて欲しいです。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

電話も通じにくい、道路は渋滞、救急車

も呼べない事態となったときの緊急連絡先

を明らかにしておくこと。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

頼りにする事が出来る親戚・知人が近く

にいない妊産婦は、精神的に不安定になる

と思うので、その人達を受け入れる事が出

来る場所を確保し、その場所をテレビやラ

ジオ等で、連絡出来ればいいのではないか

と思う。



被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

この地震で分娩が早くなるのではないか

と不安になり 又、この状態で分娩ができ

るのか心配になった。自分のかかってる病

院でもし出産ができなくなったら？どうす

ればなど、精神的に不安な面がすごくあっ

たのでちゃんとした情報を早く、伝えて欲

しかった。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：西宮市

・交通事情が悪く、急に産気付いても 病

院へかけつける方法が無かった。救急車

にしても道路事情が悪く進まないことは

わかっていた。そのため バイクを購入

し、万ーに備えた。結果的には私は不安

でしたが。

・一部 赤ちゃんに「コーヒー牛乳を飲ま

せた」ということを聞きました。おむつ

を変えてやれないMilkがない というこ

とは親にとって ホントにつらいことだ

と思います。

必要物資がいち早くゆき届く、交通事情

の対策が必要だと思います。

•もともと通っていた病院へ通うことが出
来ず、家から最も近い医院で健診しても

らいました。気持ち良く受入れて下さっ

て有難かった。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月27日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

．とにかく精神的に不安になるので今回の

ように診療不可能になった場合次にどう

すればいいかということを患者にきちん

と説明するなどして不安をとりのぞいて

ほしい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月27日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

•イライラせず、ゆっくりと休める場所を
あたえてくれる。

・産後の事の心配をしなくてもよい。

•いつ出産になってもよいという状態
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被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 38週 自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私自身は特別な被害にあったわけではあ

りませんが報道関係で知る限りでは精神的

な面での援助は大切だと思います。食べ

物、ねるところの確保もだいじですけどで

きるだけ早くに診察がうけれて体調がどう

かというとこが分かるように医療きかんが

動いて欲しいです。それぞれちいきでに医

療方法があるかもしれませんが他府県等の

医療関係者も早くうけいれ早急な援助や介

護してほしいです。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：小野市

とにかく、赤ちゃんの安否が心配なの

で、診察してもらえる環境と先生に近くに

いてほしい。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：加古川市

•おなかの赤ちゃんが、元気であるかどう
かが一番心配なので、すぐに、みてくれ

るような医療がいいです。

・元気だとわかると安心するから・・・

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

迅速な対応。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 38週

出産病医院の住所：明石市

妊婦に関しては、本人一人だけなので、

比較的楽だと思います。 （但し 体に変調

をきたしている場合は別ですが）かかりつ

けでない病医院へ行ってもその人のカルテ

内容がわかる様ならいいのではないでしょ

うか（母子手帳の内容を充実させるとか）

赤ちゃんが出来たら、今回のケースでは本

当に大変だったと思います。紙おむつやミ

ルク、沐浴、その他、何でも助けていただ

けたら ありがたいと思います。お母さん

の体も少しは休まるのでは、と思いまし

た。 （母子共に受け入れて下されば一番で

すが）



被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月 2日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

どれだけ早く姓産婦のために対応できる

かということはむずかしいと思います。

（私だったら）今回の地震でたくさんの人

がさんけずいたと思います。何があっても

生まれてきた子供には産湯にもつからせて

あげたいし、ミルクでもたくさんあると思

うんです。紙おむつなど早くくばってあげ

るとかしてほしかったです。みんな自分の

ことで頭がいっぱいだろうけど姓産婦のこ

とも考えてほしいです。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月2日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：加古郡

とにかくおなかの中の赤ちゃんの状態が

心配なので、今までみていただいた先生で

なくてもよいから、健診してもらって、異

常があるかないか知りたい。それと、予定

日に近い人は、一応入院させてもらってた

方が安心だと思う。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月 2日 妊娠週数： 27週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

病院までの車の確保。 (1人の時どうす

ることもできないので）

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月 3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊娠中は気持ちが不安定なときが多く日

頃から敏感になるので緊急のさいはとくに

少しでも落ちついた気持ちになれるよう女

性の方の隊員さんがいればよいと思う。男

性よりも心強いと思います。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

自宅近くで定期検診をしてもらうなど。

医療チームが、バスか何かで近所まで（妊

産婦が歩ける距離）やって来て、診療をう

けさせてもらうことが出来ればいいので

は。
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月 4日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

心の傷はなかなか治りませんがせめて

ゆっくり横になれるところあたたかい気分

になれるところがあればいいですね。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月 4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今回の震災は、特に例がないくらい被害

が大きかった様ですが、それにもかかわら

ず医療関係の皆様は、本当によくがんばっ

ていらっしゃったと思います。自分のこと

はさておき、妊産婦をはじめ、ケガ人の

方々にまでよく尽くされていたと思いま

す。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月 7日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

最優先で診察してほしい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 39週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

医療というよりもやさしい言葉で救われ

たという人が私のまわりで多かった。救援

物資でおしりナップがあれば。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

緊急時の連絡先を確保してほしい。地震

でどことも連絡がとれなかった時期一番心

配だったのは何かあったとき病院にも救急

車にも連絡がつかなかったらどうしよう、

家でうむことになったらどうしよう、など

でした。



被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月 8日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

今回の大地震で出産を予定通院していた

病院が機能不可になりこれまで受けてきた

検査のデータや保険の効かない高額の検査

結果の内容が全て無効というかだめになっ

てしまった。データ内容などをオンライン

化しせめて他府県の市民病院もしくは市の

保健所でデータを保存し別の病院でまた改

めて同じ検査を行わなければならないよう

なことにはしないで欲しい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 41週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

地震の直後からずっと神戸妊婦さんはど

うしてるのか、当日生まれてる赤ちゃんも

いるのではないかと、気にしていたけれ

ど、テレビなどで、そういう話題がとり上

げられたのは、ずい分あとになってからで

した。臨時でお医者さんが検診をされてる

報道がありましたが、もっと早くできるよ

うになればと思いました。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

主人や家族と一緒にいれるような条件づ

くり。たとえば、主人の仕事がお休みにな

るとか・・・という。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

安心していられるように、かわりの病院

のてはいや、不自由のないような、生活の

場を保障してほしい。
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

断水で何日も入浴できませんでした。近

くにお風呂やさんはあったのですが寒いな

か何時間も並んで待っことは妊婦には無理

です。おなかに赤ちゃんがいるから清潔に

しておきたいのです。何とか妊婦が楽に入

浴できるようにしていただきたらと思いま

す。それと今回はそれほど食べるものに困

りませんでしたがとても不安でした。食料

のてんでも安心できるようにしてほしいで

す。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

特に精神的安心感が得られるよう、指導

して頂きたいです。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神崎郡

人命救助を第一に考えて活動していただ

きたい。けれど今回のような大震災を経験

し、テレピなどで神戸の病院の様子を見る

と どこまで病院側に要求できるのか考

えさせられます。以前は家での出産が多

かったと聞きます。現在は医療に関する道

具が病院に沢山ありますが、スタッフの

方々が、最小限（お産に関して）のもので

出産できる知識をそなえてほしいと思いま

す。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

非常事態では無理なことと思いますがで

きれば清潔な場所で診療を受けたいです。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

宝塚の避難所にいましたが「妊婦がこん

なところにくるな」と知らないおじさんに

いわれたことがかなしかった。水道が 1週

間なかったので水をくみにいきたかったが

おなかが大きくていけなかった。



被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

今回は道路などが混雑していて、病院な

どに通う時が時間がかかった。しかし幸い

にして通っていた病院に被害がなかった為

ずっと通えたし、特に問題はなかった。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月19日妊娠週数： 39週鉗子分娩

出産病医院の住所：明石市

お店等がしまってしまっていたら、紙お

むつやミルク、お湯などわけてほしいで

す。 （赤ちゃん用品）

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

常識的に、ふつうの患者さん達に対する

医療援助のように出来るだけのことはして

もらいたい。でも、いざという時には、し

たくても出来ないということがあるから、

具体的にここをどうとかあれをどうしてほ

しかったということは挙げられません。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

最新医療機器によらない検診も必要（平

素より）

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：洲本市

・電気・飲料水等の確保。

・災害医療の知識や技術を有するポラン

ティアの育成。
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被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月23日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

我家は水道が、 5日間、電気が数時間

断たれただけですんだので、比較的日常生

活を送れましたが、妊婦だけとか妊婦と老

人だけの家庭では水くみが切実な問題でし

た。又、ガスは1カ月以上かかりました
が、もし、生まれていたらと思うと、赤

ちゃんが本当にかわいそうです。ライフラ

インが断たれた場合、妊婦や新生児のいる

家族が、避難できる場所があればと思いま
す。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月24日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

通院している病院以外で緊急時に診てい

ただける産婦人科の情報を何らかの形で流

してもらいたい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月24日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

•安全な所に、行きたい。
．粉ミルク・紙おむつ等 赤ちゃんや妊産

婦に必要な、衛生的なものがほしい。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月24日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

やはりお腹の子供が大丈夫かどうかが一

番心配なので妊産婦の検査が必要だと思い

ます。また、産まれそうな人にはすぐ対応

できる様に移動できる車で出産可能な設備

があればいいと思った。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月25日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私自身は31週で地震にあいはじめての妊
娠。いざというとき走れない、主人は会社

の寮で生活 (JR不通の間）などで精神的に

もすごく不安でした。夜暗くなるのが恐＜

眠れないこともよくありました。精神面で

のケアが欲しいです。



被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月26日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：加古川市

何かあった時に 診察をすぐしてもらえ

る病院など、安心できる情報が欲しい。

電気、ガス、水道などが止まった時でも困

らず分べんできる病院が増えるとよい。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：小野市

•今回の震災では冬の寒い中、妊婦の人が
避難所に寝泊まりしなくてはならなかっ

たようだ。そういった人達を援助したり

相談を受けたりする機関や施設があり、

全部の病・医院がそこと 連絡をとりあ

えるようなシステムがあれば・・と感じま

した。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊産婦は、精神的に敏感になっているの

で、災害等によるショックが大きいので心

のケアーを主とするカウンセラーを希望し

ます。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

よくわからないですが、そういう被害を

受けた時、やはり、経済的な事で妊娠の場

合保健がきかないのでちょっと不安に感じ

ます。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

1まず安全な場所に移すことが大事だ思

います。妊産婦の頻繁になる不安を解消

すること。

2物資の援助（たとえば衣類、食物など）

3適当な医療保証。 （いつ出産するか分ら

ないですから、安全な場所で安心できる

医師がつくのは大事だと思います。）

4.精神医のアドバイス（家族を失う場
合、出産に対する自信などの相談）
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：加古川市

常に、清潔な水があること。

もちろん、非常時のためのベッドとか、出

産の道具、帝王切開なども、そろっている

ことが、安心につながると思う。アフター

ケアも。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

非常事態の後のおなかの子供のことが心

配なので検診でなくても妊婦の臨時の検診

をうけれるようにしてほしい。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：加古川市

妊産婦に限らず、病気の人や老人などを

避難所ではなくもっと設備（空調、医療、

食事等）の整った所へ集中的に収容し、効

率よく援助できる体制を作る必要があると

思う。妊産婦に限ると尿の回数が多いので

おトイレの確保（洋式）が必要。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊産婦のための避難所。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 37週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

精神的な面、ことばでのケアも今まで以

上にお願いしたい。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

．妊産婦をはじめとして、力を必要として

いる人に、すぐ連絡がとれるシステム。

・臨月期などでは、特にヘルパーさんなど

を派遣できれば良いと思う。

・定期検診がきちんと受けられるようにな

れば、安心できる。



被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月2日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

いざという時、すぐに、診察が受けられ

るようにしてほしい（できれば家から近

い病院で）

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

今回の地震の場合はとてもひどかったで

すけど、とにかく非常の場合の水というの

はとても大切だと思いました。もちろんガ

ス、電気も必要ですけど。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区・

私のときは6ヵ月のときから子宮が開いて
いたのですごく心配でしたけど先生や看護

婦さんたちにたいへんお世話になりよろこ

んでいました。でも知人ははじめてのお産

で何もわからず1月19日に出産、でも何の

説明もなくとまどっていました。 3人目の

私でもどうだったかなと思うのに初めてで

ふあんでなやんでいました。産湯にもはい

らずだったのにせつめいだけでもどんなこ

とがあってもしてほしいとおもいます。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

現在赤ちゃんのいる生活の中で、あの様

な大地震等に遭った場合、市や県で充分な

保護体制があるのは、望ましいけれど、

もっと身近な単位で物資（ミルクやおむ

つ）をもらえたり、妊産婦が手当てをすぐ

受けられる。そういう地元の地域の人が即

利用出来る事が大切だと思います。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

電話連絡の確保。かかりつけの医者に診

察、投薬をして欲しい。
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

・病院等は非常事態における対応は考えら

れているとは思いますが、そういう情報

がわかりやすいようにしておいてほしい

・健康な赤ちゃんを出産する為にも妊産婦

のための食料や水衣類等の確保とそれら

をすばやく供給できるルートの確立（各

家庭で出来ることはふだんからしっかり

考え、準備しなければいけないとは思い

ます。）

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

出産費用は現在30万支給されています

が、災害等で家が全壊、半壊したりでやむ

をえず避難した方には、出産費用の援助は

必要だと思う。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

避難所などで集まる時なるべく同じ所に

集まれる用にすれば心強いと思う。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 36週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

・病院に限らず、市民センターや、あちこ

ちの施設などで、相談や診察窓口をた＜

さん設け、とにかく、溢ニニ、まずは、

不安をのぞいてもらうことができるよう

にしてはどうか。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：加古川市

災害後は診察日でなくてもとても不安な

のでおなかのこにいじょうがないかしんさ

っしてほしいです。そのさいにやっぱりし

んさつびでないと行きにくいにで様子をき

いてくれるなりなんらかのれんらくがほし
いです。



被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月 5日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

普通のときでも不安なので電気（あか

り）だけはついていてほしいと思う。あと

なにかあったときのためには大きな病院と

の連絡、配送はてきかくにびんそくにでき

るように。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 32週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

できる限りの援助をお願いしたい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月 6日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

妊婦のみならず老人、病人、乳幼児、特

別な配慮を要するもののみ避難所を確保し

てほしい。 （医療施設併設の）

不安を感じることが多いので避難所で妊

婦検診をしてちょっとした疑問や不安に答

えて頂くことができればすごく安心できる

と思う。 （今回に震災後にもおこなわれて

いましたが私は幸い当事者にはなりません

でしたがもし自分の身にふりかかっていた

ら検診していただくことで大きな安心感が

えられただろうと思います。）

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月 6日 妊娠週数： 42週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

普段とは別に診療してほしい。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月 6日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

水道がストップしてしまったため4階の

自宅まで水を運ばねばいけなくなったと

き、妊産婦の自分はたちまち家族の足手ま

といになったように感じた。そのため、や

はり無理をしがちであった。何か少しの異

常でもみていただけるような医療の援助ま

たは心のケアが欲しいと思った。
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月 6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊産婦に関しては精神的なファローを。

新生児等あかちゃんが最低限のことを受け

られるようにしてあげてほしい。

被災時住所：明石市 初産姫

出産日： 4月 6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：豊岡市

・地域の保健所、保健センターなどで、妊

産婦に対する保健指導、検診etc
•この度の地震では、 00病院などの保健
婦が、被災地へ行っており、相談できな

かった。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月 6日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

雑誌で見たのですが、非常用の分勉セッ

トというものがあるそうですが、非常時や

急にお産が早くなった時、などハサミ、ヘ

その緒のバンドその他がセットされたもの

がある様です。そういうものを妊婦産に少

しでもわけてあげればちょっとは心強いの

では・・・。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月 7日 妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・ゆっくりやすめる場所の確保。

・精神的にまいっていまうので心のケア。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：姫路市

公的な場所での検診を実施してほしい。

その際予定していた病院で産めなくなった

人たちのために産婦人科を紹介してほし

し ~o



被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月 8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

この度の地震では水の確保が大変でし

た。大きなおなかでポリタンクをもって歩

くのは毎日大変でした。近所の方もきがつ

けば手伝って下さったりしましたが配達し

てもらえたらと思いました。また、主人が

交通が回復するまで単身赴任をしいられ不

安でもあり不自由でもありました。経済的

にも苦しかったです。会社にも少し考えて

もらいたいです。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月 8日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

自分自身でも気がつけない様な異常が起

こっているかもしれないので、そのような

事態の後には、念のため診察を受けられる

ようにしてほしい。今回の地震で早産しか

けた為。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月 9日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

・精神的ケアが不可欠（早流産がおこりや

すい状態となるため）

↓ 

医師によるカウンセリング等事後の連絡

処置など。

•安心して子供を生める場所の提供 仮設
や避難先では不安定。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月9日 妊娠週数： 40週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

地震のショックで陣痛が始まったという

人を身近で聞きました。非常事態だったの

で仕方ないかもしれませんが救急車も来て

くれずとても困ったと聞きました。産婦人

科にかぎりませんが、そういう時こそ受け

入れ態せいをしっかりとしておいて頂きた

いなぁと感じました。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：姫路市

妊婦検診を受けていた病院が被害にあっ

た際、すぐに他の病院で受け入れられるよ

う優遇されたい。
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

・幼児のための粉ミルク、おむつ、などの

確保。入浴、医療など衛生面でも、きち

んとできるようにしてほしい。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：姫路市

非常事態に際し、安心でき、落ち着け

る、相談窓口を設置して欲しい。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

医師と一刻でもはやく連絡がとりたい。

かけつけることのできる病院がどこかをで

きるだけはやく知りたいと願うのでその様

なことが判る手段を考えてほしいです。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

災害にあう時は妊産婦であっても普通の

時でもみんなが協力しあってがんばってい

きたいと思います。私はこの度には何にも

災害にあっておりませんがポランティアの

方達の行動には大変感謝することがいっぱ

いでこれからも今の世の中やさしさのもっ

た人間がたくさんいらっしゃることを期待

しております。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私どもはこの地震のとき比較的軽い被害

ですみかぞくも皆元気で生活をおくってお

ります。以来病院の方へ検診に行きました

折り、 00病院へかよっておられて地震後
こちらの方へこられた方がいっらしゃいま

したがその際2.3カ所も所をかえられたそう

です私もその方とおなじにんぷで自分ご

とのように心配いたしました。 1カ所の医療

所で検診を受けていても他の場所ではなか

なかうけられにくいんでしょうか。もちろ

ん、その方も非常時ですので以前のカルテ

や紹介状等もなかったでしょう。この病院

ではうけられましたが大変こまることは強

く感じます。



被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

やはり 安全で心配の少ないところへい

ちはやく避難出来るような体制だととのっ

ていたら安心だと思います。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

・テレビなどでみると床の生活でからだが

冷えるという点が妊娠中の自分と比較し

て非常に気なった。

・赤ちゃんのミルク（非常時に母乳がと

まったというひともいたと思うので）

も気になった。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

・流産 早産などの原因にならないように

施設や病院など確保（精神的安定が保て

るように）

．妊娠時に必要な栄養の摂取ができるよう

に。

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

検診、分娩、他の費用を援助してほし

し ~o

被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

今回のように道路が不通になった場合、

検診に行く妊婦にも特別車両のあっかいも

して欲しい。
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被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：赤穂市

赤ちゃん用救援物資（粉ミルク、オシ

メ、清浄綿、使いすてほ乳ピンetc)の備蓄
を主な病院や保健所などに一元して用意す

ればよいのではないか。乳児、幼児の数も

ほぽわかっていると思われるし配布の方法

も考えてもらいたい。 （遠くていけないこ

とが多い。）普通に家庭で備蓄しているも

のが使えないことが多いので（使えない状

況が考えられる）使いすて等簡便なものが

よいと思う。私は震災後1人でいることが
こわくて（特に夜、停電の暗さがショック

だった）近所の気ごころ知れた方のところ

に主人が帰るまでおせわになりました。で

きればカウンセラーやセラピストの方など

のいる場所でリラックスして他の人々たち

と話をできる場があれば（逃げ場のよう

な）と思いました。近くに知ったひとがい

なければ出て話すこともないでしょうか

ら。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

地震の時精神的に不安だったので話を聞

いてくれる人がほしかった。実家が近かっ

たけど避難所に保健婦さんがいたのをまし

た。血圧をはかるだけだったけどとても安

心しました。病院に行くのは大変なので出

張でみてもらえるといいと思う。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 10週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

•今回の地震のあと 病院との連絡がつか
ず又、どうなっているか見にもいけず

不安でした。

・病人、老人、妊婦のいるところには 保

健婦さんに来てもらいたかったです。

被災時住所：明石市 経産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

電車が不通となったり、交通規制が布か

れたりして、通院に支障をきたすと思われ

ます。動き回ると危険なので 家にじっと

しているだろうと思われます。今まで以上

の電話での対応もお願いいたします。



被災時住所：明石市 初産婦

出産日： 4月17日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

ラジオ等で、どの医療機関（病院）へ行

けば診察してもらえるかを知らせて欲し

し ~o

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

災害後の検診、水の確保、出産後に必要

最小の用意の確保。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

優先的に水等の配給をお願いしたい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

妊産婦だけに限らず食べ物、飲み物、寒

さの対策、衛生面に気を付けてもらいた

い。救急車の運ばれてくる途中で産気づい

たときに救急車の中でも出産できたらいい

のではないか？

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私は震災の 2時間30分後に出産をしまし

た。あの時、看護婦さん達はすぐ赤ちゃん

のいる所へ走って行きました。 「この子達

を守らないと！」そう言いながら必死でし

た。私はあの時、処置室で看護婦さんとい

う仕事の大変さ責任感に感動しました。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私の赤ちゃんは地震当日にうまれたので

うぶ湯がつかえずウェットティシュで血な

どをふいてもらいましたがそれだけでも私

はうれしかったのですが、 2日くらいたっ

て少量の水が手に入ったとかでそれをわか

してもらい体をふいてもらって本当にうれ

しかったです。水、清浄綿、ウェットティ

シュが本当に欲しかったです。
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

今回の地震でもされていたように検診を

受けていた病院以外でも緊急対応で診察し

てもらえたらいいと思う。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

非常時だとは思うんですができるだけい

つもと同じ態勢で治療にあたってほしい。

出産直後も神経過敏になっているときに緊

急だからといってぞんざいにされると不安

も重なる。今回、予定より1日早く退院され
られた。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

赤ちゃん用品の援助

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

非常事態発生時は、どの様な方でも精神

的動揺がかなりあると思います。まして、

妊産婦は、もう 1人もしくは、出産後にな

ると、自分だけではないので、普通のひと

よりかなり、精神的動揺・ショックが大き

いと思うので、精神的に、落ち着けるよ

う、医療にたづさわっている方には、細心

の注意は払って欲しいです。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

地震の時、まず、病院がどのような状態

か心配した。そして、病院への交通が、渋

滞して困った。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

やはり、水がないと不便なので、確保で

きていれば••と思います。



被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

まず第一に病院の被害状況が知りたかっ

たです。私の自宅の被害が少なく幸い電

気、ガス。水道共にその日のうちに使用で

きましたがおなじ市内の中で電気がこな

い、水がでない、なんてことは私たち市民

にはわからなかったことで、うわさにより

連絡し自ら確認しなければならない。でも

電話はなかなか通じない。こんな不安はこ

れっきりにしたいと思います。こういうと

きの病院情報を希望します。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

出産前は避難所等でも、何とか生活でき

ますが、出産後が大変困りました。何とか

自宅に帰っても雨もり屋根の修理等でゆっ

くりできず子どもをあちこち移動、産後し

ばらく安心していられるところがあれば非

常にたすかると思います。退院後1週間位
で母乳もでなくなりました。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

出産等緊急の場合の水の確保をお願いし

たいと思います。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

今回の地震で予定日が近かったのもあ

り、電話がつながりにくかった事で不安に

なりました。非常事態の時には、いつでも

病院と連絡がとれるようにできたらと思い

ます。
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月23日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

・病院独自の自家発電、水タンク食料の蓄

財を高い視点より望む（今まで以上のき

ぽで）

•一般車道での緊急車両の優先道路確保
（実際に避難車が道をふさぎ通行出来な

かった救急車を何度も見た。反対車線

も使えるようにできたらばよいと思う。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

・分娩施設と助産婦さんの充分な確保。

今回の地震があったときには初めての出産

であるしすぐに陣痛がきたとき、ちゃんと

産めるか、不安になったのでいかなる時も

対応してもらえる施設などがあるというこ

とが明確になっていればよいと思う。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

非常時に対してさんばさんの数を増やし

て欲しい。新生児衣料、おむつミルク等、

どこかにストックしておいてもらえれば、

役立つと思った。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

・乳児に必要な物資の援助

・ミルク、それに必要なお湯、離乳食（ベ

ピーフード）紙おむつ、冬季なら防寒具

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

とにかく病院に入院中に水がでなかった

ことが一番不自由だったと思います。出産

後は体が不潔になりやすいのでそのことが

気になりました。



被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

自分自身が被害者になった場合、精神的

なダメージが多いと思います。医療は病院

に行けば安心できますが、心のフォローを

なんらかの形でして頂きたいなと思いま

す。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

安心して出産が出来る設備があればよい

と思う。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

地震のあった日は、一日中ふるえが止ま

らず、常にお腹ははった状態で眠ることが

できず次の日に病院に行くと足位 (28週目
から骨盤位ではあった）になった為、入院

させてもらった。その病院へ行くにしても

交通渋滞でタクシーもなかなかきてもらえ

ずこまった。病院内では非常事態で先生や

助産婦さんたちも大忙しで 自分達の家や

通勤も大変なのに いつも笑顔で接してく

れてとても心が安まりよく眠れました。

節水の為、 10日程シャワーもあびれず、食

事も一時はパンだけのときもあり 母乳が

でないとこまっていた人もいました。でも

私の入院していた病院はとてもよくしてく

れて安心してすごせました。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 28週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

もっと病院などの情報を流してほしい。

どこの病院なら受け付けてくれるかなど。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月28日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

精神的に少しのことでも気にしやすくな

ると思うのでそんなとききちんと体の状態

の話を聞いてもらい診察してくれると安心

できるのではないかと思います。
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月29日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私の場合2人目の出産だったので、 1度
目の子供の時より楽にお産できました。で

も1人目の時は、誰でもいい、側にいてほ

しいと思っていて、実際主人が立ち会って

くれました。不安でいっぱいの出産ですか

ら、地震など急な時、妊婦本人だけを避難

してもらうのではなく、家族共に避難でき

れば出産時に安心でき、その後のかいふく

も良いのではと思うのですが…

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月30日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

・子供を一時預ってくれる施設。

安心出来るスペース、いつでも診察して

もらえる状況。

•水道、ガスが止まった場合、お風呂等。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月30日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

どんな事態になっても最後までめんどう

をみてほしい。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月30日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

そんなに被害を受けていないのでピンと

こない（水がどこからもらえるのか案内が

なかったので少し困った）

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

大変不安でした。心のケアが一番大切だ

とは思いますがやはり安心して入院できる

施設の確保だと思います。



被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 40週

出産病医院の住所：尼崎市

今回の地震で出産日を間近にひかえてい

たのでけっこう心配しましたが2回目の出

産ということと予定していた産院に被害が

なかったので助かりましたが水のこと電気

のことなど病院などは最優先でおねがいし

たいです。あと新生児のいる家庭に対する

ケアも大切だと思います。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私自身たいした被害をうけなかったこと

で非常事態の対応について実感がわかない

のですが一つ困ったことは食事でした。地

震当初予定日近くだったのですがスーパー

に2時間並んでとてもつらい思いをしたこ

とぐらいなのですが………

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

非常事態がおこると妊産婦に限らず精神

的にも大きなショックを受けます。そうい

うときこそたとえ夜中であっても「すぐ診

て欲しい」気持ちになるもので診ていただ

きたいと思います。 （保健証がその場でな

くても非常事態の際は対応してください）

後、やはり医療機関は災害に強くもしもの

時にはすばやい対処のできる場所であって

ほしいと思います。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

•どういう事に注意したらよいかという指
導。

•あいている病院等の情報。

もし、避難所等に行かなければならない

時、妊産婦ばかりのところを作ってほし

い。
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被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

今回の地震で、転院せざるを得なかった

理由は、ガス、水道の提給ができなくなっ

てしまった為です。お湯は電気などでわか

せますが、少ないのは一番困ります。資金

はかかるでしょうが、島国なのですから、

海水はたくさんあるので、海水を飲料水に

変えるものなど、病院がもてれば、まし

だったのでは、と思います。海水を変える

だけではなく、浄化システムがあれば病院

内の水はまかなえるのでは…自家発電のよ

うなものです。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月 2日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

日頃余裕のある体制で医療体制でおこ

なっていただき非常事態の折には被災者

（他市からの移送された）そうでない患者

に対応していただきたいものです。病院内

が混乱し混雑していると患者は不安になり

ます。今回の私のかかっていた産科の対応

はすばらしいと感じておりますが。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月 2日 妊娠週数： 42週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

00病院も水の被害にあいましたが、全
く出ないということではないので、生れた

子供に産湯に入れさせてやりたかった，9

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

病院へ通う為の交通期間が寸断され渋滞

等通院が不可能または困難になるので地域

の助産婦、看護婦さん等で通常の妊婦検診

をしていただければ（大きな異常などはな

いけれど検診してもらはないと少し不安な

とき）特に初産婦等不安も少なくなると思

う。



被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月 3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私自身は幸いなことに親戚の家でお世話

になったので実体験ではないのですが 産

後入院した時に流産で入院されている方

が、断水のため給水所へいかなければなら

なくて、体の調子が悪くなって切迫流産し

たとおしゃってました。 （給水の問題）

また、避難所ではだいたい近くの学校が指

定されていると思うのですが、妊産婦の方

が体育館で生活するのは大変だと思うの

で、やはり地域ごとに非常事態用の建物を

学校とはべつに確保しておくべきだと思い

ます。避難所で妊産婦さんが1人だと心細
いこともあるが他の妊産婦さんもいっしょ

だと心強いし助けあうということもできる

と思います。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月 3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

たとえ自然災害が起こってもしつかりし

た母子の為の救急医療センターがあれば安

心できると思います。私は地震の被害をう

けませんでしたが最悪の状態のなかで赤

ちゃんを出産した人達を思うと県外の安全

な病院への搬送システム（ヘリコプターな

どで）があればいいとも思います。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月 3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

病院といつでも連絡をとれる様に対応し

てほしい。診察できない場合は、近くの病

院を紹介してほしい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月 3日 妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

地震後、一番心配したのが、病院はつぶ

れてないかということです。まんいち、陣

痛が来て、病院に行っても、入院できな

かったらどうしようと、思いました。さい

わい、新しい病院だったので、被害はな

かったのですが、今回の様な非常事態の時

は、すぐに、他の病院へ行ける様に、対処

が必要だと思う。
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被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月 4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

受け入れ体制がどのようになっているか

の情報が少なかったと思うので生まれてく

るこの為にもより多くの情報を流して自分

がちゃんとお産するところがあるのかとい

う心配をとりのぞいてほしい。 （私は地震

の日が検診日だったので病院の様子が少し

わかったけど不安でした）

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

私は初産の時帝王切開で2人目も最初か

ら帝王切開と決まっていました。 2月4日の

出産でまだ余震も続いていたので手術中に

大きな地震がきたらどうなるのかなと終わ

るまで不安でした。希望としては非常事態

の時の指導を前もって説明していてほしい

ことと食べ物と水はかかせないので非常用

にいつも用意していてほしいです。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月 4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

やはり私はタンスがたおれたきて腰も少

しうちましたし主人と子供2人がタンスの

したじきになり足でタンスをもちあげたり

してかなり無理をしました。電話もつなが

らないし救急車もたりず私は早産にならな

いことだけをねがっていました。ですから

何とかいい方法を今のうちに（例えばけが

人専用電話ナンバー、妊婦専用電話ナン

バーとか）でも電話がつながらないと無理

ですね。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

妊産婦はちょっとした事でも精神的に動

揺しやすいもの医師（病院）と妊婦（本

人）との信頼関係が大切だと今回感じた。

それがあれば、安心してお産にのぞめると

思う。そのためには、日ごろの診察時にな

んでも聞きたい事を聞けたり、話しやすい

雰囲気づくりが大事ではないでしょうか

（今回、先生や看護婦さんが信頼できよい

お産ができたと思う）



被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

とにかく、精神的にも、肉体的にも不安

定なので、いままでかかっていなくてもう

け入れてくれる病院が、どこにあるのか

を、正確に、早急に、テレピや新聞など

で、知らせてほしいと思いました。また、

病院は、電気はあるとしても、ガス、水道

に関しても、一般家庭とちがって、非常時

にも、たくわえがあってほしいと思いまし

た。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月5日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

かかっていた病院が診療できなくなった

場合別の病院の紹介などがスムーズだと安

心できる。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

肉体的にも疲労している上に精神的な疲

労が重なり考えらえない位のショックなど

によって「不安」という一言なので、検診

や母親学級などではげまして少しでも気の

重さを取り除いて欲しいしそういう場を

もっとつくってもらいたいです。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月5日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

•清潔な場所と水の確保

・メンタルケアなど

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 36週吸引分娩

出産病医院の住所：伊丹市

今回は地震で部分、部分道が破損したり

して病院まで通えた道が通えないという事

がありました。妊婦のときは特に何かあっ

たときに大変です。そんなときにすぐに病

院へいけるいい案があればと思います。
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：伊丹市

ライフラインが寸断されてしまうと妊産

婦の人は精神的に不安定になり、たいきょ

うにも良くないしお腹もはってきたりマイ

ナーのことばかり、精神的なケアを相談で

きるところがあればよいと思う。妊婦検診

もちゃんとうけれる病院を確保してほしい

しさんけづいたり病気にかかったら優先的

に援助できるよう手配して欲しい。私は10

ヵ月のころ地震にあい、精神的にゆううつ

になり風邪をひいてしまい、声まで出なく

なりそしてせきがひんばんにでてそのたび

に、失尿してしまい大変な思いをしました

予定より早く入院したいなといつも思いま

した。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月7日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

とりあえずゆっくり寝れる場所を確保し

てほしい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月7日 妊娠週数： 35週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

限度があるのはわかりますがもしものと

き、大きな病院での受け入れが余裕をもっ

てしてもらえるよう希望します。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月7日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：城崎郡

テレビで、まだ生後1~2カ月くらいの
子（もっと小さい子？）を連れて避難所に

おられる方がいらしたようで、子供だけで

なく 親も大変だと思いました。 1週間の
入院後も、帰る場所がない方など、おちつ

くまで、もう、しばらく入院できるという

設備がないのかなと思いました。せめて、

親の体力が、すこしでも回復し、子供がす

こしおちつく 1カ月くらいまで。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

体を横に出きる場所が少ないと思います

し、洋式トイレは少なく妊産婦には辛いと

思います。



被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月 8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

病院が水の確保を充分にしてほしい。

（尿検査ができなかった為）

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月 8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

・医療人員の確保。

・自家発電などの設備。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月 9日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

・断水で水をくみにいったが妊婦のためす

ごく疲れ外に出るのが怖かった。

・食料とかの買い出しも妊婦で小さな子供

を連れて出ると又 いつくるかわからな

い地震で怖さで疲れてしまった。

・風呂やへ行ったが衛生上不安だったがい

つ入院するかわからないし。

・食事のかたより。パン、うどん、そば類

はうっているが手の込んだ料理などは出

来ない。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月 9日 妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

少々的はずれですが、多少気分がすぐれ

ない状態だったため、報道用ヘリの音が非

常に気になりました。現在もヘリの音を聞

くのが嫌です。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月 9日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

水・食品・赤ちゃんの安全の確保。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月 9日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

一番に思うのは、早く平常心に戻る、戻

してもらえるようになる事、私の場合は、

入院予定に連絡しました所、 “病院も少な

からず被害はありましたが、いつでも引き

受け体勢は整っている＂と言われ、大変心

丈夫となりました。
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被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：西宮市

医療スタッフ、医薬品の確保

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

お腹の中が普通の状態なのか早く知りた

いので、すぐエコーをしてほしかった。精

神的ケアも必要だった。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

診察時間外でも検診してもらえるように

する。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月11日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

自宅が全壊となり、落ち着いて暮らす場

所がなく、仮設住宅にも落選し、尼崎も神

戸のように妊婦優先で仮設住宅へ入れて欲

しかったです。赤ちゃんを迎える家がない

とゆうのは、なんとも情けない気持ちでし

た。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

テレビの医療情報で“出産対応可”とい

う内容がでていたのは良かったと思う。交

通機関のマヒで生じたときの対応も情報と

して出して欲しい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 41週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

電話がつながらない間、何かあった場合

の交通手段や病院との連絡方法がほしい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

災害後2-3日以内に検診していただける

ようなシステムにしていただきたいと思い

ます。



被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

お腹の赤ちゃんが異常がないかお母さん

一人一人を確認できる様なシステムがあれ

ば安心です。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

出産費や育児費などの貸付。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

不安を取りのぞけるように相談ができる

所があれば。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

今回の地震で、神戸市では、仮設住宅の

入居申込に優先順位をもうけられました

が、尼崎市では、妊産婦又は、乳幼児のい

る家庭等について、優先は一切ありません

でした。今までの災害（台風・地震など）

で とくに思うことは妊産婦に限らず、

老人や子供（弱者）に対しての援助が必要

不可決だと思います。 （質問の答えになっ

ていないかと思います。）

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

どこの病院でもすぐにうけいれてもらえ

るようにしてほしい。 （今回はすぐに受け

入れてもらえたので助かりました）

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

・私が入院したとき地震により00病院よ
り転院した妊産婦がいてそのときの状況

をきくとこができました。大きい病院で

は他院への転送など病院間の連携が必要

だと思った。
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被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

一番困ったことは電話が 1ヵ月近く使え

なかったのでもし 1人で家にいて出産が間
近のとき病院、救急車誰にも連絡ができな

いことです。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私の場合あまり痛みはなかったもののお

なかが張ってしょうがなかった。余震のた

びに張り時々痛んだ。水が出ないため診察

が出きないということだったのでこんな時

だからしかたないと思いました。けど私自

身ひどい恐怖心にみまわれ精神的にもビク

ピクしておりおなかの状態が心配でしたの

で早く診察して頂いて少しでも赤ちゃんが

大丈夫ということを見てもらい不安感をと

りのぞいてもらいたかったです。 17日病院

に行ったときとにかく水が出れば水があれ

ば・・と帰りながら思ってました。ライフラ

インで確保できる水。水の確保。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

被害の大きさにかかわらず本人の性格な

ども加えて精神的フォローが第一だと思う

ので医師や看護婦保健婦の相談できる場所

をつくること。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私が入院したのは地震1月19日からでし
たが医院は水、ガス、電気も通っていたの

で自宅にいるよりもずいぶんいい状態だっ

たと思います。食事も朝、昼、晩とる食

きっちり食べれたのがすごくよかったで

す。やはり規則正しい生活が送れる状態が

必要だと思いますが自宅にいてはなかなか

あの非常時に規則正しい生活を送ることは

出来ないと思います。



被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

妊娠中は身体の変化も大きいけれど、目

に見えない心の変化もあります。さ細な事

で悩んだりするのでそんな気持ちを軽くす

るように（言葉がけなど）接してもらいる

といいのですが…

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

妊娠中の人が避難所に行って流産したり

早産したということを新聞で見ました。寒

い時期だったので冷えたらしいです。すご

くかわいそうでした。妊婦にはもっと大切

にしてあげて欲しいです。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

やはり、初めての赤ちゃんであっても、

2 人目• 3人目であっても、 1人のからだ
ではないので、常に不安などがあると思う

ので、今回みたいな大きな地震だったらだ

れしもがこの先、どうなるのかと思い、自

分自身もしつかりしなくてはと思うので、

妊婦さんに限らず病気でいる方などに対し

て医療関係などは、適切な処置を早くして

ほしいです。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

非常事態にさいしてというわけではあり

かせんが、出産費用があまりにも高額だと

思います。妊娠・出産は確かに病気ではあ

りませんが・・・

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

妊婦は、いくら病気じゃないといっても

身体は、身軽じゃなく、動けません。ミ

ルク、紙おむつなどいろいろ必要なものが

たくさんあります。援助などでできるのな

らばそれをあてにするしかありません。

それと親切な医療をおねがい。
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：西宮市

・外的な症状がある場合はともかく、不眠

になったり神経質になりがちな場合、と

りあえず自分の体が異常でないことを含

めて、現状を知る検診をしてもらえる施

設がほしい。

・病院間の連絡

かかりつけの病院が機能しているかどう

かの迅速な情報や、その病院が機能して

いない際の、ひき受け先の情報を妊婦に

知らせてもらいたい。また、非常時にカ

ルテ等のデーターも送付したりして病院

間が連絡をとってくれるのか、知りたい

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私の場合、通院していた病院がそのまま

かわらず受診できたので時に思いつかない

が、何かあった時、 24時間受けつけて治療

入院できる施設があれば安心と思います。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

特にないが、病院に行った時にやさしい

言葉をかけてもらうとおちつく。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

災害にあった妊産婦にとって一番の不安

は清潔で安全な医療スペースの確保と心身

共に相談のできる人材だと思うのでそれら

の設置されている場所の数や情報の獲得の

迅速さ。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

もし来院予定日に来なかったことがあっ

たりした場合連絡するようなことをしてほ

しい。また、その妊産婦が安心できるよう

な心のケアをしてほしい。



被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

出産をひかえていたらいつでも出産でき

る用にその病院にかよってなくても検診、

出産などうけいれてほしい。そしてミルク

を飲まないといけない子はお湯とミルクを

たくさん用意しておむつもたくさん援助し

てほしい。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

急に産気づいた場合や体調が悪くなった

場合、かかりつけの医院にかぎらず連絡で

きるところを知っておきたい。電話がつな

がらない場合でも近所に連絡できるところ

が欲しい。今回の震災では水も出ず、特に

予定日 1ヵ月前ぐらいだったので医院に連
絡もできず『産気づいたらどうしよう』と

いう不安でいっぱいだったので。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

バランスのとれた食事。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

できるだけ早く、検診し相談できる場を

つくってほしい。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：伊丹市

妊産婦、子供、老人を優先に援助や医療

が行われることを望みます。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

休養のとれる清潔な所に避難させてほし

い。特に小さい子供をかかえての妊婦の場

合特に他の大勢との暮しは体力、精神的に

も大変だと思う。
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 41週 自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

医療や援助よりも何より不安感を取り除

いてもらえるのが一番です。そして次にや

はり経済的な援助がほしいですね。 （幸い

にもわが家は半壊の判定がでたものの以前

とかわらないまま住んでおられるとはいえ

家財の破損など出産費用にプラス出費がか

かりましたから）

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

災害にあった時安心して生活できるよう

な施設があれば良いと思います。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 38週 自然分娩

出産病医院の住所：西宮市

妊産婦は精神的に不安定なので今回の地

震の為、病院はどうなったのか、その病院

で出産できるのかといった情報をいち早く

しらせてほしかったです。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

安心して出産ができるようにそしてその

後1ヵ月は子供といっしょに今まで通りの生
活ができれば言うことないかと思います。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

かかりつけの産婦人科医院で検診をうけ

ざるおえなくなった時でも安心して検診で

きる様に母子手帳にカルテの写しを記入で

きるようにして欲しいです。そして、妊産

婦を24時間いつでも異常がでたとき受けい

れてくれる施設をもうけてほしいです。多

ければ多いほど良いと思います。設備そし

て医師、看護婦も充実していること。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

精神的に特に不安定な時なので、確実に

診察してもらえる医療システムが必要だと

思います。



被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：川西市

・断水しマンションの5階に住んでいるので
上の子 (2オ）もいて水を運ぶのが大変で

した。 （エレベーターが止まっていたか

ら）水は必要なものなのでもう少し楽に

手に入れば••と思います。
・病院の水道やガス、電気の様子がわから

ず心配だったのでわかるようにして欲し

かった。 （ガスは1ヵ月後位復旧にか

かっていた）

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

水が出ない時とても大変だったので、妊

婦や乳児だけで入れるお風呂やシャワーが

あればいいと思った。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 30週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

非常事態後体の様子が変化する（おなか

がはったり腰が痛くなったり等）ので医者

に大丈夫と言ってもらうだけで安心できる

が診てもらえる所がなく余計不安になっ

た。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 42週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

通信手段が断たれるのは1番困ったことで
したのでまず電話。産み月だったにもかか

わらずNTIの人は、皆様お困りなのは同じ
なのでと出産予定日の1週間後にTELがつい
たのです。家で1人でいる妊婦の不安を解っ
てもらえなかったのが悔しかった。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 36週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

すみやかに病院等にはこべるように交通

スムーズにする
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

医療や援助ということでは無いかもしれ

ないけれど、通っている病院がこわれてい

なくて診療が受けれるのか、受けれなけれ

ばどこの病院に行けばいいのか早く情報が

欲しい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私自身は幸い被害の少ない所だったので

特に希望もなかったのですが精神的のダ

メージがやはり大きいと思うのでそういう

めんをすこしでもフォローしていただけれ

ばよいのではないかと思います。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

・自宅のかたずけはかなりの重労働になり

ました。引っ越し、水くみ、かたずけの

ポランティアがあったらと思います。

．妊産婦はとてもデリケートになっていま

す。こういう時は精神面のケアをしてく

れる人が欲しい。

・地震後の病院はパニックになっててとて

も検診どころではないだろうと思って行

くのをしばらくひかえていました。病院

の状況がどうなっているのか一般の人々

に連絡する何らかの手段を考えてほしい

•安心できる住宅の確保を早くしてあげる
．妊娠も後期になると洋べんきでないとた

ちあがるのが辛いと思います（仮設トイ

レのとことです）

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

•まず お腹の子供の安全を確認するため
電話（手紙）などでも、近くの病院に、

診療するように指示 もしくは、今まで

の病院に来るよう指示する。

又、その際の医療費は半額～無料にする

べきだと思います。それぞれ都合があっ

たと思いますので。

•あとは、妊婦専用の相談電話受付を開設
するべき。病院に行きづらかったり聞き

にくかったりいろいろ人と違っだ悩み等

を持っているのでプロがカクンセリング
する。等・・



被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

本人の体のことも家族（特に子供）のこ

とも気にかかるので精神的に安定できる場

所や身じかに不安をいえる人と連絡がとれ

るようにしてほしい。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私は大地震の時妊娠9ヵ月でしたがテレビ

などでミルクがなくコーヒー牛乳をうすめ

て飲ましている放送を聞いてピックリしま

した。私も2人の男の子がいますが2人とも
母乳がほとんどでなかったためミルクで育

てましたので人ごとではないように不安に

なりました。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

おなかの子供に何か異常が起きなかった

かが一番心配になるので、検診予定日に限

らず、受診（毎回の超音波等）したい。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

災害等での環境は、ある程度仕方のない

事で我慢するしかないとは思うのですが、

食事やお水等は絶対必要だと思います。不

安な状態になるので先生方も大変だとは思

いますが、おなかの赤ちゃんの様子をでき

るだけくわしく教えていただけたらいいの

ではないでしょうか。妊婦にとっては一番

子供の事だけが気になりますから。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

尼崎にはケープルテレピがあって地震ご

すぐにはケーブルテレビがやくだってな

かった。もっとジョウホウをながしてほし

かった。ここにいけば妊産婦は大丈夫みた

し)な・・・
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月1日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

・病院までの交通機関の確保

このあたりは比較的被害が少なかったの

であまり不便さは感じませんでした。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月2日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

水や電気などの最低限必要な物の確保。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月2日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

いろいろな状況で通院していた病院まで

行けなかったりしたときに困るので病院か

らの連絡があればいいと思います。病院側

関係者の方は大変だと思いますが患者さん

たちに電話をいれてもらい今の状態などの

相談ができれば安心だと思います。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月2日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

今回の地震でマンションのエレベーター

が故障し10日以上修理に来なかった。妊婦

にとっては階段の昇りおりがつらかった。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月2日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

安全と思える住居の提供や、調子がすぐ

れない人には、万一のために短期入院させ

てくれること。



被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月2日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

出産予定日が、地震の日より 1カ月以上
も先だったので、たいした影響はありませ

んでした。近所の人達が心配してくれて、

まとめて買い物してきてくれるなど援助も

ありとてもうれしかったです。医療に対し

て、特にありませんが、電気、ガス、水が

なくても産めるように常設して欲しいで

す。関係ないかもしれませんが、健康保険

や、生命保険、傷害保険などの制度が妊産

婦に対しても使えるようになればいいのに

と思います。 （地震によって、早産してし

まった人、流産してしまった人、産まれた

ばかりの赤ちゃんが死んでしまった人など

いると思うのです。）

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

今回の地震後避難所で妊婦新生児も一

緒に生活していたが私は市の役人たちが考

慮してどこか安心して身体が休まる場所へ

特別に移っていると思っていた。新しい生

命の誕生においてもっと大事にしてほし

かった。又、精神的な援助として産婦人科

医が出張して相談、検診を希望する。 （第

1子を出産する人は特に心配事が多いの

で）

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

妊産婦が何の心配もなく出産や医療がう

けられる医療機関がたくさんあること。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

精神面のケアを充分はらっていただきた
しJ。
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

医療に関しては病院間の連絡を密にして

今までの病院での治療がうけれなくなった

ときスムースに転院できるように。また援

助についてはミルク、衛生用品の確保、そ

して妊婦だけでなく新生児（又はそれに近

い月齢の乳児）の安全が確保できるような

対案を希望します。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

天災により検診していた病院から出産す

る病院を変らざるを得ない場合、即転院し

た病院ヘカルテをまわしてほしいです。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

今回の地震の際赤ちゃんのミルク、おむ

つなどが手に入りにくかったようで個人で

用意しておくのも大切だけれどもとっさの

ときに持ち出せないこともあると思う。そ

んなとき、市の方や避難所に指定されてい

るところに常時備えておいてもらえたら助

かると思う。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

人工乳の赤ちゃんの為にまず水とミル

ク、紙おむつ、お湯を沸かす設備、冬であ

れば暖かい部屋など必要だと思います。で

も大災害の時、もうパニック状態で普段か

らこういう場所へ行けば安心だという地域

ごとの案内など、市役所から各家庭へ知ら

せてもらいたいと思います。まず電話が使

えない状態だったので医院の方は大丈夫

だったのかどうか行ってみないと大へん心

配でした。



被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月 3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

妊婦は簡単に動くことが出来ないし、今

回の様な神戸を中心とした大規模な震災で

はどうしても人の助けを必要とします。や

はり病人・妊婦はじん速に他県などに移送

し経過をみるなどすべきでは（ヘリコプ

ターなどそれくらいの費用は国がもつ、あ

たりまえのことです）

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

非常事態が起きた所では（たとえば今

回の地震では神戸など）産婦人科さえ被が

いにあわれている為、他県、他地域からの

早急な対応が最も必要とされると思いま

す。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月 5日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

異常出産などにならないように医療機関

がまず第一に救出を希望します。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月 6日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

安心して出産できる最低限のもの（水、

器具他）がすぐに確保できるようにお願い

したい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月 6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

かかりつけの産院でなくても妊産婦が安

心できる様に診察してくれる様お願いした

いです。最低限、食べる物赤ちゃん用品が

あればいいと思います。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月 7日 妊娠週数： 37週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

特にはわかりませんが被災された方の中

には全てを失った人もいるので出来るだけ

金銭面で困っている方には援助して診察や

安心して出産、育児できるようにしてあげ

てほしいです。 （粉ミルクや紙おむつ等

取り寄せするなどしてほしい）
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月 7日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

学校を避難所にするのじゃなくちゃんと

した避難所専門も建物を町ごとにつくり紙

おむつ、ミルク、水などを常備していれば

いいと思う。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月 7日 妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

私の家は無事住むことができるけど、避

難所などへいかなければならなかった人

は、妊産婦を受けいれてくれる病院（病院

同志の連絡を含めて）予定日が近かった近

かった人には、特に病院の情報や新生児を

かかえている人には、子供が使うものや、

母親を手伝ってくれる（子供の世話など）

が少しは必要なのかなと思った。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月 7日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

時間外診療を快く引き受けて欲しい。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月 7日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

※色々なデマが流れ（大阪の病院へ行か

される。など）、私の場合、 1人目の時か
らお世話になっている主治医だったU)で、

直接、本当の事を聞く事ができ、不安もす

ぐ解消されましたが、聞けなかった人も多

勢いたようですので、ハリがみでもいいで

すから、デマを打消すような事を書いた物

を掲示して下されば、なぁと思いました。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

妊婦に対しての病院に確保はされていた

ので安心でしたが乳児にたいしてミルク、

哺乳便の消毒紙おむつなどが心配です。新

聞でみた米国の使い捨てミルクがはいって

いるのがあるとかでこれからこうゆうのを

使用できるという方向にもって行かれたら
どうかと思います。



被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

．避難所水食料の確保。

•清潔を保てる環境の確保。
・異常時の衣料機関の連帯。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

医療関係だけのネットワークをつくり神

戸がだめなら大阪からとか全国的なネット

ワークですぐにお医者様を派遣したり患者

を運んだりしてほしい。運搬の方法として

もっとヘリコプターを使用するとか。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 39週自然分娩
出産病医院の住所：尼崎市

・診療時間外の診療も往信も通常料金で

行って欲しい。

・住居に被害があった場合体調に変化はな

くても入院できるようにしてほしい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

万一、通院、入院中の病院が被害にあっ

たとき、どこに連絡しどこに行けばよいの

かを事前に周知しておく必要があるのでは

ないか。又、最近の病院は設備器材が揃っ

ており文明的といえるが災害がおきれば文

明が無力になる。主治医および看護婦を始

めとして関係者は昔の「産婆さん」のよう

なことができるようにしておく必要があ

る。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

地震前にかかっていた病院に通う事がで

きなくなった時、近くの病院で受け付けて

もらえるのかどうかわからず不安でした。

夫が留守がちで出産間際なので、急にお産

が始まったと思うと病院が決まるまで不安

でどうしようもなかったです。こういう

時、どこかで、きちんと診察してもらえる

ところを作ってほしい。 （紹介してもらえ

るだけでも助かります。）
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月9日 妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：西宮市

．迅速な対応。

・不安な気持ちにさせない。

・医療器械に頼らない診察を普段から身に

つける。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月9日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

心理面でのカウンセリングを行ってほし

し ~0

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

臨時の診療所を少しでも多く増やしてい

くなど、妊産婦に安心感を与えることが先

決だと思います。当たり前ですが乳児のた

めの。ミルク、おむつ、水等分散して確保

する事も大切です。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

［妊婦であれば］精神的ケア・非常事態に

おける諸注意を書面で配る・コールセン

ターet Cをもうける
［産後1ヵ月の場合］悪露の手当てよう清
浄ナプキン・粉ミルク・紙おむつet C 
必要な物資をセット（ミネラルウォター

＋あたためる道具）

＊妊婦専用のコールセンターの設置そこ

に連絡をすれば必要な物資及び精神的ケ

アがうけられる



被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月11日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

妊婦にとって災害はとても大きな影響が

あると思います。けがをされたかたはもち

ろんですが精神的なショックも大きいと思

います。中にはつわりでつらい思いをした

かたもいらっしゃると思います。大きいお

腹では以前と比べてとても動きも鈍くなり

大変です。被害が大きかった方につきまし

ては援助の面でも出来る限りのことをして

あげていただきたいと思います。精神的

ショックもあるので心暖まる診療を期待し

ています。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

出産に関しては、自費なので、出費が高

額になることが多いので、もう少し、援助

があればと思う。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

具合が悪くても通院が不便だったり重病

の人と比べてこれくらいならと思いがまん

するとこもあるので気軽にそうだんできる

ようにして欲しい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

すぐに受け入れて預けれるようにしても

らいたい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：姫路市

交通渋滞となったが病人（妊婦）や老人

等は優先的に目的地にたどりつける様にで

きればと思った。
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被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

どんな場合でも妊婦や新生児だけは体育

館や校舎などでなく一般家庭や特別な場所

に移してあげてほしいです。国会議員やマ

スコミの人がこれるのであればその交通手

段で無理をしてでも助けてあげて欲しい。

被害が少なくても大変なのに妊婦の精神的

ダメージや赤ちゃんがおふろにはいれない

とかおむつがないとか信じられない情報が

はいり悲しくなりました。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私の所は被害も少なく（食器がほとんど

割れましたが）けがもありませんでしたが

ショックと不安で精神的に落ちつきません

でした。メンタルな面でのケアがととても

大切だと思いました。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

安心して居られる場所の提供を希望。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

・私の家では長い間水が出なかったため水

くみを必要としたのですがおなかがおお

きいと一度にたくさんの水を運べず大変

不便でした。

・地震で通院中の病院が少しの間閉まって

しまったので不安になり大阪の方の病院

へ転院を問い合わせたところ今までの病

院の紹介状をもってきてほしいと言われ

通院中の産科は閉まってい るのにと腹

立たしく思いましたがすぐに産科が開い

たので今までとかわらず通院できました

が、いつ開院するかわらないには不安で

した。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

断水の時、毎日お風呂に入れるような施

設があったらいいと思います。



被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

早くみてほしいです。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：多紀郡

地震の時9カ月で安定期ではありました

が、やはり精神的に不安定になり、よくお

なかが張りました。もし、ここで破水でも

したらという不安や、行っていた病院はど

うなっているんだろうか診察してもらえる

のだろうかといろいろやはり考えます。

「情報」というのはつくづく大切だと思い

ました。 （どこの病院が開いているか診察

してもらえるかなど）、その情報を、妊産

婦には特に流してほしいと思います。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：西宮市

・地震の翌日 出産した友人の食事があま

りにも 質素だったのにはおどろきまし

た。水も、ガスも無いので仕方がないと

言えばそれまでですが、これから母乳を

出さないといけないお母さんにカンパン

だけだったので、びっくりしました。

•これも、ガスが無かったのですが地震
後、検診にいくと暖房が無くて、内診

台で、下着をぬがなくてはいけなかった

のが寒くてつらかった。

•水道が出なくなって、水をもらいに行か
なくてはならなくて、大きいお腹では、

重い物はあまり持てなかった。私の場合

は幸い御近所の方に大分助けて頂きまし

たが。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 32週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

病院間での非常時の連絡網を作ってほし

いです。私の場合産み月ではなかったので

自力で病院をみつけましたが予定日前後

だったらとおもうとゾットします。他府県

との非常時の紹介病院を作ってほしいで

す。
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被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 30週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

電話での往診や保健所からの派遣が必要

な人もいると思います。産婦人科の横の連

けいプレーを期待します。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

病院はまず安全な場であってほしい。〇

〇先生や看護婦さんはみなとても元気で何

もなかった様に皆の状態を調べてくれてい

た。とにかく病院は妊婦が安心できる場所

であってほしい。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

最低でも 1カ月のミルク、食事、入浴等
の出来る様な場所の確保。 （産後の場合）

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：伊丹市

非常事態の後、すぐに医師に異常がない

か診断してほしい。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

・非常事態による大きなショックで流産・

早産等、お腹の赤ちゃんと母体に 受け

る援助。

•清潔が一番なので、下着、お風呂等の援
助。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

非常事態が起こった場合、すぐに検診

（診察）又は場合によっては入院できる施

設を優先的に与えてほしいと思う。家を

失った妊産婦とその乳児に対してミルクや

衣類をなるべく早くに確保できるようにし

てほしい。



被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

市とか町で妊産婦の現状をはあくして万

ーのことをかんがえてできるだけ確保する

とか安全な所に必ず誘導して欲しい。ふつ

うの人と比べて精神的にも肉体的にもびん

かんになるのでどんなことがおこっても不

思議ではないので、医療体制を万全にして

欲しい。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

•安心してねられる場所（体育館など）、
子供がないても気を使わない場所（子づ

れ通し同じ部屋とか・・・）子供のおむつや

服、ミルクなどを援助してほしい。

・せい神的なアドバイスをしてくれる人。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

体調を考慮した避難所。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 41週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

産婦人科医は、もちろんの事、精神的な

ケアーもできる方とその施設の確保は、し

ていてほしい。

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

設備がそろっていなくても子供は無事に

生まれてくることをつくづく知りました。

お腹の中にいる間は自分で守ってあげれる

が生まれてきたらミルク、おむつ et C細
かいものが自分では用意できなくなるかも

しれないことが不安。

-127-

被災時住所：尼崎市 経産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

災害時急に陣痛がきた場合に通院してい

る病院と連絡がとれなかったり今回のよう

な地震でもし病院が全壊していたらどうす

ればいいのかと不安になります。事前にマ

ニュアルのようなものを作って下さい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

・交通がしゃだんされて通院できないとき

近くでうけいれてくれる病院をすぐに知

りたい（通院しているところから紹介や

ニュースなどで）

．妊産婦、赤ちゃん、幼児のいる家族が主

に避難できる避難所を地区に 1つくらい

決めてもらえばどうかと思う。普通の避

難所では安静にできないし赤ちゃんが泣

けば気がねだしミルクや食事もすこし考

慮してもらうとたすかると思う。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

新生児の入浴と、妊産婦の入浴。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

道路が通行止めの場合でも妊産婦、新生

児などは通行の許可をしてほしい。

被災時住所：尼崎市 初産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

ェコー等、しない健診日でも、してもら

えば胎児の無事を確認できて精神的にホッ

とすると思います。


